


きる場所であり、来客者にゆっくりとくつろいでいただける空間

グループなどが商品化した加工品を中心に陳列している水々し

できるみはらしデッキの整備や予土線の風景を堪能できる鉄道

るあゆ市場と地元素材を活かしたケーキを提供するストローベ

場所となっています。

　グランドオープンには尾﨑正直高知県知事、山本

有二衆議院議員、石田祝稔衆議院議員ほか近隣の市

町村長ら多くの方々が出席のもと落成式が行われま

した。その後、林駅長のあいさつ、高知県警音楽隊と

西土佐中学校音楽部の合同演奏、西土佐穂（みのり）

太鼓の演奏と続き、締めに10俵のもち投げにあわ

せ、“にしとさ”にちなんで241匹の天然アユのアユ

投げも行われ、会場は興奮に包まれていました。ま

た、展望デッキ側には西土佐地域の加工グループや

商店が中心となって15店舗の屋台も出店され、地元

の味に多くの方が舌鼓を打ちました。

に道の駅「よって西土佐」が４月10日、グランドオープンしました。

の新たな拠点としての開業を祝福しました。

四万十の日にグランドオープン
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Pick Up !!

　第25回「食アメニティコンテスト」で「四万十の山問

屋山間屋」が農村振興局長賞を受賞しました。食アメニ

ティコンテストは農山漁村の女性グループ等が地域の

特産物を活用した活動を通じて地域づくりに貢献して

いる優秀な事例を表彰するものです。

　山間屋は、平成19年に発足、平成21年5月には「スト

ローベイルSANKANYA」を開設しており、代表的な

商品として「四万十山間米」や「山間米酒」の他、山間米

の米粉と山間米酒の酒かすを生地にした「酒かすまん

じゅう」などがあります。

　地域の特産物を使い、雇用と活力を生み出した山間

屋の取り組みが評価され今回の受賞となったものです。

　「よって西土佐」を運営する㈱西土佐ふるさと市は

約300人の農家等で構成されています。それぞれの

方々が丹精込めて作った農作物や加工品を消費者の

皆様に提供するため、地道に正直で間違いのない取り

組みを心がけていきます。「よって西土佐」は西土佐の

住民の総合力で運営していく道の駅です。

　地産地消・地産外商、また着地型観光の拠点として

活動を行っていきますので、皆様方のご利用をお待ち

しています。

　「よって西土佐」は西土佐地域の日常のユタカサを発見で

づくりを目指しています。採れだちの農産物や地元の加工

い市場や店内でお買い求めいただいたものを食することが

大ジオラマの展示も行っています。また、道の駅では初とな

イルSANKANYAがテナント参画し、楽しんでいただける

あらゆる「てんねん」をコンセプトとして四万十市西土佐江川﨑

市内外から多くの方々が訪れていただき、四万十市の北の玄関

やまとん

や さん かん

ゆめのしん

や

山間屋を代表して中脇夢之進さんが
農村振興局長より賞状を受け取りました
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四
万
十
市
の
産
業
振
興
に

取
り
組
む
団
体
を
支
援
し
ま
す
!

移
住
支
援
住
宅
に
修
繕
費
用
を
補
助
し
ま
す

　
市
で
は
、産
業
振
興
計
画
の
推
進
に
資

す
る
事
業
を
行
い
た
い
団
体
の
支
援
を
行

い
ま
す
。　

例
え
ば
・・・

　
地
域
の
農
林
水
産
物
を
使
っ
た
商
品
を
開

発
し
販
売
し
た
い
。

　
今
あ
る
商
品
を
磨
き
上
げ
生
産
を
拡
大

し
外
商
に
つ
な
げ
た
い
。

　
観
光
情
報
の
発
信
や
体
験
型
観
光
等
の

メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
が
し
た
い
。

　
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
観
光
に
つ
な
げ
た
い
。

　
な
ど
産
業
振
興
に
取
り
組
む
意
欲
あ
る

事
業
者
を
支
援
し
ま
す
！

　
取
り
組
み
の
段
階
に
応
じ
て
次
の
と
お

り
支
援
し
ま
す
。

◆
調
査
・
研
究
段
階
の
支
援

　〔
事
業
内
容
〕視
察
研
修
、マ
ー
ケ
テ
ィ

　
ン
グ
調
査
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
招
致

　
な
ど

　〔
補
助
率
〕10
／
10
以
内（
上
限
50
万
円
）

◆
事
業
化
・
推
進
段
階
の
支
援

　〔
事
業
内
容
〕商
品
開
発
・
改
良
、販
路
開

　
拓
、観
光
交
流
促
進
、施
設
・
設
備
等
整

　
備
　
な
ど

　〔
補
助
率
〕２
／
３
以
内

　（
上
限
ソ
フ
ト
事
業
１
０
０
万
円
・
ハ
ー

　
ド
事
業
３
５
０
万
円
）

※
右
記
の
ほ
か
国
や
県
等
の
補
助
事
業
に

　
対
す
る
継
ぎ
足
し
補
助
も
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
お
気
軽
に
市
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　（
市
）企
画
広
報
課 

政
策
推
進
室 

政
策

　
推
進
係

　
☎（
３
４
）１
１
４
５

　
ま
た
は
各
課
に
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。

　
市
で
は
移
住
支
援
に
使
用
す
る
住
宅
の
修

繕
・
改
修
に
つ
い
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
こ
の
補
助
事
業
に
よ
り
修
繕
し
た
住
宅

は
、補
助
事
業
完
了
後
５
年
間
は
そ
の
住

宅
を
高
知
県
外
か
ら
の
移
住
者
以
外
の
者

が
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

補
助
対
象
者

　
次
の
①
、②

　
①
住
宅
の
所
有
者

　
②
移
住
希
望
者
で
高
知
県
外
に
５
年
以

　
　
上
継
続
し
て
住
所
を
有
す
る
人
、も

　
　
し
く
は
移
住
を
し
て
１
年
を
経
過
し

　
　
な
い
人

補
助
対
象
住
宅

　
市
内
に
所
在
す
る
住
宅
で
、現
在
誰
も
居

住
し
て
い
な
い
、も
し
く
は
申
請
者
の
右
記

②
に
該
当
す
る
補
助
対
象
者
が
居
住
を
し

て
い
る
住
宅
。

補
助
対
象
経
費
　

　
住
宅
の
修
繕
・
改
修
に
か
か
る
費
用
、委

託
料
、工
事
請
負
費
、需
用
費
、役
務
費
、荷

物（
産
業
廃
棄
物
及
び
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

法
対
象
は
除
く
）の
処
分
費
等

補
助
率

　
10
／
10（
補
助
金
上
限
額
50
万
円
）

募
集
期
間

　
５
月
31
日（
火
）ま
で
　

※

補
助
条
件
等
に
つ
い
て
、お
気
軽
に
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、市
で
は
移
住
希
望
者
に
賃
貸
す

る
住
宅
を
探
し
て
い
ま
す
。
空
き
家
を
お

持
ち
の
人
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　（
市
）企
画
広
報
課 

企
画
調
整
係

　
☎（
３
４
）１
１
２
９

　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
３
５
）０
０
０
７
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経
営
所
得
安
定
対
策
と
は
？

　
販
売
価
格
が
生
産
費
を
恒
常
的
に
下

回
っ
て
い
る
作
物
を
対
象
に
、そ
の
差

額
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、農
業
経

営
の
安
定
と
国
内
生
産
力
の
確
保
を

図
る
も
の
で
、作
付
面
積
に
応
じ
て
交

付
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

対
象
者
お
よ
び
主
な
対
象
作
物

・
主
食
用
米
を
生
産
数
量
目
標
の
範

囲
内
で
生
産
販
売
す
る
農
業
者

・
水
田
で
飼
料
用
米
・
米
粉
用
米
・
地

域
の
特
色
あ
る
産
品(

産
地
戦
力

枠)

を
生
産
販
売
す
る
農
業
者

平
成
28
年
度

経
営
所
得
安
定
対
策
の
受
付
を
お
こ
な
い
ま
す

日　　　時

5月16日（月）
　1回目受付　14：00 ～
　2回目受付　18：00 ～

5月17日（火）
　1回目受付　14：00 ～
　2回目受付　18：00 ～

5月18日（水）
　1回目受付　14：00 ～
　2回目受付　18：00 ～

5月19日（木）
　1回目受付　14：00 ～
　2回目受付　18：00 ～

5月20日（金）
　1回目受付　14：00 ～
　2回目受付　18：00 ～

5月22日（日）
　1回目受付　14：00 ～

5月23日（月）
　1回目受付　9：00 ～
　2回目受付　13：30 ～

5月24日（火）
　1回目受付　9：00 ～
　2回目受付　13：30 ～

５月25日（水）
　1回目受付　17：00 ～

受付場所

四万十市竹島4294-1
　四万十農園あぐりっこ 
会議室

四万十市蕨岡甲314
　JA高知はた中村東部出
張所 2階会議室

四万十市国見581
　JA高知はた中村西部事
業所 2階会議室

四万十市右山五月町7-40
　JA高知はた本所 3階中
ホール

四万十市岩田3
　JA高知はた中村北部出
張所 2階会議室

四万十市右山五月町7-40
　JA高知はた本所 4階大ホール

四万十市西土佐江川﨑253
　JA高知はた西土佐支所 
2階大会議室

対象地区

下田・八束地区

富山・蕨岡地区

中筋・東中筋地区

東山・具同・中村地区

後川・大川筋地区

中村地域全地区

西土佐地域
全地区

【受付日程】

【問い合わせ先】
●中村地域：(市)農林水産課 農業振興係 ☎（34）1117　JA高知はた中村支所 販売課 ☎（34）3200
●西土佐地域：(市)産業建設課 産業振興係 ☎（52）1111　JA高知はた西土佐支所 販売経済課 ☎（52）1256

厚生労働省　給付金ナビゲーター
カクニンジャ

　
４
月
１
日
よ
り
、新
し
く

１
人
の
監
査
委
員
が
就
任

し
、四
万
十
市
監
査
委
員
は

次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し

た
。

　
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
、賃
金
引
き
上
げ
の

恩
恵
が
及
び
に
く
い
高
齢
者
の
方
を
支
援
す
る
た
め
に

「
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
」が
支
給
さ
れ

ま
す
。

支
給
対
象
者
　
　

　
平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
対
象
者
の
う
ち

　
昭
和
27
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

支
給
金
額
　
対
象
者
1
人
に
つ
き
　
3
万
円

受
付
期
間
　
５
月
2
日（
月
）〜
８
月
2
日（
火
）

★
右
記
の
対
象
者
の
方
に
は
市
よ
り
通
知
文
書
を
送
付

　
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
そ
ち
ら
を
ご
覧
い
た
だ

　
き
、申
請
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　（
審
査
結
果
に
よ
り
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
）

詳
し
い
点
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
庁
）福
祉
事
務
所
　
家
庭
福
祉
係

　
☎（
3
4
）8
0
0
8

監
査
委
員
を

紹
介
し
ま
す

備　考氏　　名（敬称略）

濱田　修一

西浦　茂

上岡　礼三

は ま  だ 　 　 し ゅ う い ち

に し う ら 　   し げ る

か み お か  　 れ い ぞ う

代表監査
識見を有する者から選任

識見を有する者から選任

市議会議員から選任

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉

給
付
金
の
受
付
に
つ
い
て

新任

カクニンジャ

「カクニンジャ」で検索
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旧中村町内全域(不破・角崎を除く)、緑ヶ丘団地、カツラ山団地・丸の内ハイランド

古津賀第1・2団地、安並団地、安並一部(運動公園付近)、雅ヶ丘団地、佐岡南の風団地

渡川1～3丁目、具同田黒1～3丁目、中組(森沢分岐以東)、赤松団地、自由ヶ丘団地、

自由ヶ丘東、栄団地、あいのさわ団地、中山団地、西組一部（みどり団地ほか）

井沢団地、松ノ山、下田、串江、水戸

楠島団地

有岡団地、民部の里

【実施地区】 

中村

東山

具同

下田

東中筋

中筋

片江商店

入口（看板有）

剪定木堆肥化場

古津賀第2団地

←至 国道56号←至 国道56号

○草と木は
　分けてください。
○袋などには
　入れないでください。
○産業廃棄物は
　受け入れできません。

市
民
側
溝
清
掃
の
実
施
に
つ
い
て

剪
定
木
等
の
受
入
れ
を
し
て
い
ま
す
！

〜
剪
定
木
堆
肥
化
事
業
〜

　
こ
の
清
掃
は
四
万
十
市
民
憲
章
推
進
協

議
会
と
四
万
十
市
が
市
民
の
皆
さ
ん
と
協

働
し
、「
環
境
美
化
活
動
の
日
」と
し
て
取

り
組
む
も
の
で
す
。

　
道
路
側
溝
等
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
で

悪
臭
防
止
・
害
虫
の
発
生
抑
制
等
の
効
果

が
あ
り
ま
す
。

　
地
域
の
環
境
美
化
の
た
め
に
、皆
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
実
施
日
】

　
５
月
15
日（
日
）小
雨
決
行

　※

雨
天
延
期
の
場
合
５
月
22
日（
日
）

　
22
日
が
雨
天
の
場
合
は
中
止

【
注
意
事
項
】

　
・
草
や
木
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。た
だ
し
、

　
側
溝
内
に
あ
る
草
に
つ
い
て
は
、収
集
を

　
行
い
ま
す
の
で
、ド
ブ
と
分
け
て
お
い
て

　
く
だ
さ
い
。ま
れ
に
家
庭
の
植
木
・ 

剪
定

　
木
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　
が
、絶
対
に
出
さ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

　
ま
す
。

　
・
ド
ブ
は
そ
の
ま
ま
道
路
端
へ
上
げ
て

　
く
だ
さ
い
。

　
・
当
日
は
小
雨
決
行
で
す
。雨
模
様
の
場

　
合
の
判
断
は
午
前
７
時
に
行
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）環
境
生
活
課 

四
万
十
川
・
環
境
係

　
☎（
３
４
）６
１
２
６

　
剪
定
し
た
枝
木
を
、剪
定
木
堆
肥
場
に

お
い
て
無
料
で
受
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、ご
み
の
減
量
お
よ
び
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
の
一
環
と
し
て
、枝
木
を
ご
み
と
し
て

排
出
す
る
の
で
は
な
く
、堆
肥
と
し
て
資

源
化
す
る
事
業
で
す
。

　
搬
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、搬
入
し
よ

う
と
す
る
日
の
前
日
ま
で
の
８
時
30
分
か

ら
12
時
ま
で
お
よ
び
13
時
か
ら
17
時
ま
で

（
土
・
日
・
祝
祭
日
は
除
く
）に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
時
間
調
整
後
搬
入
し
て
い
た
だ
く

時
間
を
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
お
よ
び
連
絡
先
】

　
四
万
十
市
公
園
管
理
公
社

　
☎（
３
７
）０
６
０
８

≪側溝のふた上げ器具の貸し出しについて≫
コンクリート製の側溝のふたを上げる際に使用する器具を貸し出します。器具の数に限りがあ
りますので、必要な地区は必ず事前に四万十市まちづくり課（☎34-1116）までご連絡ください。

6

平
成
28
年
5
月
号



歌って踊って覚えてね

四万十ぶしゅかんの歌完成!
　市では、古くから地域の食文化として根付いている「ぶしゅ
かん」を特産品かんきつと位置づけ、庭先だけではく樹園地を
形成し、四万十市の味覚として市外、県外に発信していく取り
組みを始めています。
　これから、全国にも四万十ぶしゅかんの良さを広めていく
ためのプロモーションビデオが完成しました。
　本市出身のシンガー・ソングライター、堀内佳(けい)さんの
歌う四万十ぶしゅかんの歌「禁断の果実」に合わせ、四万十市
特命職員の「ぶしゅまろ」が自慢のダンスを披露しながらぶ
しゅかんの魅力を紹介しています。
　映像は、市公式ホームページにて掲載しています。ぜひご覧
ください。

　市では、古くから地域の食文化として根付いている「ぶしゅ
かん」を特産品かんきつと位置づけ、庭先だけではく樹園地を
形成し、四万十市の味覚として市外、県外に発信していく取り
組みを始めています。
　これから、全国にも四万十ぶしゅかんの良さを広めていく
ためのプロモーションビデオが完成しました。
　本市出身のシンガー・ソングライター、堀内佳(けい)さんの
歌う四万十ぶしゅかんの歌「禁断の果実」に合わせ、四万十市
特命職員の「ぶしゅまろ」が自慢のダンスを披露しながらぶ
しゅかんの魅力を紹介しています。
　映像は、市公式ホームページにて掲載しています。ぜひご覧
ください。

四万十市特命職員「ぶしゅまろ」

携帯の方はこちらを
チェック！

　総務省と経済産業省は、平成28年6月1日現在で、「平成28年経済セン

サス‐活動調査」を実施します。全国すべての事業所及び企業が対象にな

ります。

　5月下旬ごろから、担当の調査員がお伺いしますので、調査へのご理解・ご協力を

よろしくお願いします。

　※調査員は必ず調査員証や腕章を身に付けています。

　ご回答いただいた内容は、統計法に定められている利用目的以外に使用することは絶対にありませんの

で、調査の意義・重要性をご理解いただき、正確な記入をお願いします。

総務省・経済産業省・高知県・四万十市

日本経済の未来は、あなたの活躍から。
平成28年6月1日

た
い
肥
等
有
機
物
利
用
促
進
事
業

　
市
で
は
有
機
農
業
推
進
の
一
環
と
し
て
化
学
肥
料
に
頼
ら
な
い

土
づ
く
り
の
た
め
に
市
内
で
生
産
し
販
売
さ
れ
て
い
る
畜
産
た
い

肥
や
有
機
物
の
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

 

●
対
象
に
な
る
方

　
市
内
の
農
業
者
個
人
ま
た
は
団
体

●
助
成
対
象
期
間
に
つ
い
て
　

　
平
成
28
年
４
月
１
日
〜
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に
購
入
・
散
布

　
委
託
し
た
も
の

　※

購
入
・
委
託
前
に
市
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　（
申
請
前
に
購
入
・
委
託
し
た
も
の
は
対
象
外
で
す
）

●
助
成
内
容
　

　
た
い
肥
等
の
購
入
費
の
一
部
助
成

　
畜
産
た
い
肥
・
も
み
が
ら
た
い
肥
な
ど
の
購
入
費
の
１
／
３
以
内

　
を
助
成

　（
上
限
額：

個
人
２
万
円
、団
体
５
万
円
）

　
た
い
肥
等
散
布
委
託
費
の
一
部
助
成

　
農
作
業
受
託
組
織
等
へ
機
械
散
布
委
託
に
要
し
た
経
費
の
１
／
３

　
以
内
を
助
成

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　（
本
　
　
庁
）農
林
水
産
課 

農
業
振
興
係
　
☎（
３
４
）１
１
１
７

　（
総
合
支
所
）産
業
建
設
課
　
☎（
５
２
）１
１
１
１
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毎月第1日曜日は「四万十市自主防災の日」
防災無線の放送内容をもう一度聞くには☎（34）7800までお電話を！（自動音声）

　
市
で
は
、災
害
か
ら
命
を
守
る
対
策
と
し
て
各
種
補

助
事
業
を
設
け
て
い
ま
す
。本
年
度
分
の
受
付
を
開
始

し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
耐
震
診
断

　
耐
震
診
断
士
を
派
遣
し
、住
宅
の
耐
震
度
を
調
査
し
ま
す
。

◆
対
象
　
昭
和
56
年
５
月
31
日
ま
で
に
着
工
さ
れ
た
住
宅

◆
補
助
金
額
　
全
額
補
助（
３
万
３
千
円
）

◆
募
集
件
数
　
１
５
０
件

②
耐
震
設
計

　
耐
震
診
断
の
結
果
、評
点
が
１
・
０
未
満（
倒
壊
の
可
能
性

　
が
あ
る
）の
住
宅
を
、１
・
０
以
上（
一
応
倒
壊
し
な
い
）に

　
す
る
た
め
の
補
強
計
画
図
等
を
建
築
士
が
作
成
し
ま
す
。

◆
対
象
　
市
の
耐
震
診
断
を
受
診
し
、評
点
が
１
・
０
未

　
　
　
　
満（「
倒
壊
の
可
能
性
が
あ
る
」）と
な
っ
た
住
宅

◆
補
助
金
額
　
全
額
補
助（
32
万
４
千
円
）

　（
た
だ
し
、上
限
を
超
え
た
場
合
は
一
部
負
担
あ
り
）

◆
募
集
件
数
　
50
件

③
耐
震
改
修
工
事

　
耐
震
設
計
で
作
成
し
た
補
強
計
画
図
等
を
も
と
に
工

　
事
を
行
い
ま
す
。

◆
対
象

　
市
の
耐
震
診
断
、設
計
を
経
て
耐
震
改
修
工
事
を
行

　
う
住
宅

◆
補
助
金
額

　
か
か
っ
た
費
用
の
10
／
10（
上
限
92
万
５
千
円
）を
補

　
助
。

◆
募
集
件
数
　
50
件

　
地
震
の
強
い
揺
れ
に
よ
り
、倒
れ
た
り
す
る
恐
れ
の

あ
る
老
朽
化
し
た
住
宅
等
の
除
却(

取
り
壊
し)

費
用
に

つ
い
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

（
居
住
の
用
に
供
し
て
い
な
い
倉
庫
、店
舗
等
の
非
住
宅

も
対
象
と
な
り
ま
す
。）

◆
対
象（
補
助
要
件
）

　
四
万
十
市
内
の
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

　
れ
た
住
宅
で
老
朽
度
が
一
定
の
条
件
を
満
た
す
も
の

◆
補
助
金
額
　
除
却
費
用
の
８
／
10（
上
限
１
０
０
万
円
）

　
を
補
助
。

◆
募
集
件
数
　
35
件
予
定（
５
月
中
旬
ご
ろ
確
定
）

◆
申
し
込
み
方
法（
申
請
書
以
外
の
提
出
書
類
）

　
老
朽
住
宅
と
し
て
の
認
定
申
請

　（
申
込
期
間…

５
月
31
日
ま
で
）

　
・
住
宅
の
位
置
図
お
よ
び
外
観
写
真
を
添
付

※

申
込
件
数
が
募
集
件
数
を
上
回
っ
た
場
合
に
は
、後

　
日
抽
選
を
行
い
、老
朽
住
宅
と
し
て
の
認
定
審
査
の

　
実
施
順
位
を
決
定
し
ま
す
。審
査
後
認
定
と
な
っ
た

　
ら
補
助
金
の
申
請
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
地
震
の
揺
れ
に
よ
る
倒
壊
の
危
険
性
が
高
い
も
の
の

１
つ
で
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
つ
い
て
、撤
去
お
よ
び
安

全
な
フ
ェ
ン
ス
等
へ
の
改
修
に
対
し
て
補
助
し
ま
す
。

◆
対
象

　
避
難
路
等
に
面
し
て
い
る
危
険
性
の
高
い
既
存
コ
ン

　
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

◆
補
助
金
額
　
上
限
20
万
５
千
円

◆
募
集
件
数
　
10
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
地
震
の
揺
れ
か
ら
身
を
守
り
、よ
り
安
全
で
迅
速
な

避
難
が
行
え
る
よ
う
家
具
転
倒
防
止
対
策
へ
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

◆
支
援
内
容

　
申
し
込
み
に
基
づ
き
、市
が
指
定
す
る
団
体（
事
業
者

　
ま
た
は
自
主
防
災
組
織
）に
家
具
等（
タ
ン
ス
、食
器

　
棚
、冷
蔵
庫
等
最
大
４
台
ま
で
）の
転
倒
防
止
資
機
材

　
の
取
り
付
け
作
業
を
依
頼
し
ま
す
。作
業
費
は
市
が

　
負
担
し
ま
す
が
、固
定
金
具
等
の
資
材
費
は
申
込
者

　
の
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
世
帯
　
全
世
帯
対
象

◆
募
集
世
帯
　
60
世
帯

各
種
補
助
事
業
の
受
付
開
始
日

　
５
月
10
日（
火
）

市
役
所
３
階
地
震
防
災
課
ま
で
お
越
し
い
た
だ
き
、申

請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※

そ
れ
ぞ
れ
の
申
し
込
み
に
は
、申
請
書
と
そ
の
他
必

　
要
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

　
ん
の
で
、詳
し
い
申
込
方
法
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　（
市
）地
震
防
災
課
　
☎（
３
５
）２
０
４
４

住
宅
耐
震
化
事
業

老
朽
住
宅
等
除
却
事
業

ブ
ロ
ッ
ク
塀
耐
震
対
策
事
業

家
具
転
倒
防
止
対
策
事
業

災害に備えて ～防災関係補助事業のご案内～

防災行政無線の運用を開始します

～東中筋・中筋・大川筋・後川・蕨岡・富山地区～

　平成27年度に整備した東中筋・中筋・
大川筋・後川・蕨岡・富山地区についても
5月から運用を開始します。
　なお、サイレンでお知らせしている定
時の時報については、メロディー音での
放送となります。

天候や風向きにより放送内容が聞き取
れない場合は、

へ電話すると再度放送内容を確認する
ことが出来ます。（自動音声）

☎34-7800

今
年
度
か
ら
耐
震
設
計
費
が

無
料
に
な
り
ま
す
！

業
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　高齢者が要介護状態になることをできる限り防ぎ、たとえ介護が必要になってもそれ以上悪化しないように

するために、要支援1・2の方に提供していました「介護予防訪問介護（ホームヘルプサービス）」と「介護予防通所

介護（デイサービス）」について、これまで全国一律のサービスとして提供していましたが、平成28年3月から市

が実施する介護予防・日常生活支援総合事業（新しい総合事業）としてサービスを提供することとなりました。

◎新しい総合事業による変更点

　新しい総合事業では、これまでのホームヘルプサービスやデイサービスのサービス内容に変更はありません

が、主治医の意見書の作成や要介護認定の調査、審査会など煩雑な手続きをすることなく、生活状況等について

のアンケート（基本チェックリスト）による判断で、総合事業の対象者（事業対象者）としてサービスを受けるこ

とができます。

◎新しい総合事業による新たな取り組み

　今後は、高齢者が安心して自立した日常生活を送ることができるよう介護保険によるサービスのみに限らな

い総合的な支援を行うため、地域全体で高齢者の生活を支える総合的かつ多様なサービス

の提供を予定しています。

　この多様なサービスの提供にあたっては、地域福祉活動関係者、生活支援等サービス提供

者等で組織する「四万十市生活支援等サービス体制整備推進会議」において検討していく予

定です。なお、会議の状況については、随時報告させていただきます。

　詳しくは、下記までお問い合わせください。

【問い合わせ先】保健介護課 介護保険係　☎（34）1165

　　　　　　　支所保健課　☎（52）1132

■保険料の納め忘れは
　ありませんか??
　後期高齢者医療制度では、被保険

者それぞれの人に保険料が賦課さ

れています。保険料に未納のある人

には督促状や催告書が送付されま

す。また有効期限の短い「短期被保

険者証」となる場合もありますので、

至急保険料を納付していただきま

すようお願いします。

（本　　庁）市民課　国保係

　　　　　☎（34）1114

（総合支所）西土佐住民分室

　　　　　☎（52）1111

後期高齢者医療
保険料についての

お知らせ

平日夜間における重症患者への
救急医療体制の支援について
～病院群輪番制病院運営事業～

　幡多地域内の救急医療体制を保持するために、幡多医師会は

入院設備のある9医療機関と連携し、平日の夜間（午後6時～翌午

前8時）において、輪番制方式をとり、地域内の入院を必要とする

重症患者の救急医療（2次救急）を賄っています。この輪番制は、

幡多地域の救急医療の中核となる幡多けんみん病院への患者の

集中を避けるとともに、当該地域の救急医療体制を保持しよう

とするものです。

　平成28年度から幡多6市町村は連携し、実施主体である幡多医

師会に対して、輪番制の実施に係る経費の一部を支援すること

としました。

≪協力医療機関≫

市民病院、木俵病院、竹本病院、森下病院、幡多病院、大井田病院、

高知県立幡多けんみん病院、渭南病院、大月町立国保大月病院

※この事業は、救急車により直接搬送される場合や入院設備が

　ない診療所などから転院されてくる重症患者を対象とするこ

　とから、輪番実施日の公開はしておりません。

【問い合わせ先】（本庁）保健介護課　地域保健係　TEL（34）1823

9

平
成
28
年
5
月
号



地
域
の
振
興
に
繋
げ
て
い
く
か
を
し
っ
か
り
と
国
に
示
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
現
在
策
定
中
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て

は
、高
速
道
路
の
延
伸
を
念
頭
に
、都
市
機
能
の
適
正
配
置
や

土
地
利
用
の
方
針
な
ど
を
検
討
し
将
来
あ
る
べ
き
ま
ち
の
姿

を
描
い
て
い
く
。

　
併
せ
て
、来
年
度
か
ら
は
、ル
ー
ト
帯
周
辺
の
地
籍
の
明
確

化
や
用
地
取
得
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、ま
ち
づ
く
り
課
に
用

地
・
国
土
調
査
係
を
新
設
し
、組
織
の
強
化
も
図
る
な
ど
、本

市
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
も
っ
て
、国
を
動
か
す
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
い
く
。

　
次
に
国
道
４
４
１
号
に
つ
い
て
、高
知
県
で
は
、こ
れ
ま
で

も
早
期
完
成
に
向
け
重
点
的
に
整
備
を
進
め
て
い
た
だ
い
て

い
る
が
、来
年
度
は
口
屋
内
工
区
の
一
部
で
工
事
が
着
手
さ

れ
る
。ま
た
、中
半
工
区
に
つ
い
て
も
事
業
化
と
な
っ
た
際
、

ス
ム
ー
ズ
に
工
事
に
取
り
か
か
る
た
め
の
準
備
と
し
て
、用

地
測
量
調
査
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ

た
の
で
、引
き
続
き
用
地
や
残
土
処
理
場
の
確
保
に
つ
い
て

全
面
的
に
協
力
し
、早
期
整
備
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

　
次
に
国
道
４
３
９
号
に
つ
い
て
、来
年
度
も
杓
子
バ
イ
パ

ス
の
工
事
用
道
路
の
整
備
が
進
め
ら
れ
る
。ま
た
、伊
才
原
地

区
の
災
害
復
旧
事
業
は
、８
月
の
本
復
旧
を
目
指
し
山
側
法

面
の
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、市
街
地
の
環
状
機
能
を
強
化
す
る
都
市
計
画
道
路

右
山
角
崎
線
に
つ
い
て
は
、昨
年
９
月
に
市
で
都
市
計
画
決

定
を
行
い
、今
年
度
よ
り
県
施
工
に
お
い
て
、事
業
に
着
手
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。都
市
計
画
決
定
権
者
で
あ
る
市
と
し

て
も
、早
期
整
備
に
向
け
関
連
す
る
市
道
改
良
や
地
元
調
整

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
次
に
市
道
整
備
に
つ
い
て
は
、道
路
施
設
の
長
寿
命
化
対

策
で
は
、昨
年
度
か
ら
５
カ
年
で
取
り
組
ん
で
い
る
第
二
期

橋
梁
点
検
も
来
年
度
は
折
り
返
し
の
年
と
な
る
。施
設
の
安

全
性
の
確
保
は
も
と
よ
り
、維
持
管
理
経
費
の
軽
減
や
平
準

　　　
４
月
号
に
続
き
、３
月
市
議
会
定
例
会
に
お
け
る
市
長
施
政

方
針（
要
旨
）に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

　
道
路
網
の
整
備

　
四
国
横
断
自
動
車
道
の
延
伸
に
伴
い
、幡
多
地
域
に
お
い

て
も
交
流
人
口
や
商
機
の
拡
大
な
ど
、徐
々
に
ス
ト
ッ
ク
効

果
が
現
れ
始
め
て
い
る
。こ
の
経
済
の
好
循
環
を
確
か
な
も

の
と
し
、地
域
の
隅
々
ま
で
波
及
さ
せ
る
た
め
に
は
、四
国
８

の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
し
っ
か
り
と
繋
ぐ
こ
と
が
重
要
。

　
既
に
全
線
事
業
化
が
図
ら
れ
て
い
る
四
万
十
町
中
央
Ｉ
Ｃ

か
ら
佐
賀
Ｉ
Ｃ
間
に
つ
い
て
は
、早
期
完
成
に
向
け
、引
き
続

き
全
力
で
整
備
の
促
進
に
努
め
て
い
く
。

　「
佐
賀
〜
四
万
十
間
」に
つ
い
て
は
、現
在
、都
市
計
画
決
定

に
向
け
た
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。都
市
計
画
の
決
定
に

よ
っ
て
、整
備
ル
ー
ト
や
事
業
の
内
容
を
公
に
示
す
こ
と
と

な
る
が
、他
方
、地
権
者
等
に
対
し
て
は
事
業
進
捗
に
支
障
と

な
る
行
為
等
が
一
定
制
限
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。こ
の
た
め
、

住
民
意
見
の
合
意
形
成
や
土
地
利
用
計
画
と
の
調
整
な
ど
、

市
で
も
様
々
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
が
、一
日
で
も
早
く
都

市
計
画
決
定
の
手
続
き
が
完
了
す
る
よ
う
、国
・
県
と
協
議
を

進
め
て
い
く
。

　
ま
た
、都
市
計
画
が
決
定
さ
れ
て
も
、次
の
ス
テ
ッ
プ
と
な

る
事
業
化
に
向
け
て
は
、市
と
し
て
高
速
道
路
を
ど
う
使
い
、

化
を
図
る
う
え
で
も
重
要
で
あ
る
た
め
更
に
加
速
化
し
て
い

く
。ま
た
、こ
う
い
っ
た
点
検
に
基
づ
き
実
施
し
て
い
る
西
土

佐
大
橋
の
修
繕
工
事
に
つ
い
て
は
、昨
年
、国
が
創
設
し
た

「
大
規
模
修
繕
・
更
新
補
助
制
度
」に
お
い
て
全
国
で
17
箇
所

し
か
な
か
っ
た
初
回
の
割
り
当
て
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

た
。今
後
、優
先
的
な
予
算
配
分
な
ど
国
の
支
援
が
期
待
さ
れ

る
。そ
の
他
に
も
利
岡
地
区
の
こ
れ
ま
で
懸
案
で
あ
っ
た
市

道
利
岡
田
野
川
藤
線
の
利
岡
橋
の
架
け
替
え
や
市
道
具
同
三

里
線
の
改
良
工
事
な
ど
農
業
基
盤
整
備
と
併
せ
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
や
幹
線
道
路
網
の
整
備

促
進
は
、産
業
振
興
計
画
や
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略

を
具
現
化
す
る
う
え
で
も
大
き
な
力
と
な
る
。

　
私
も
先
頭
に
立
っ
て
更
に
強
力
な
要
望
活
動
や
予
算
確
保

に
向
け
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　
こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
は
、高
度
経
済
成
長
を
皮
切
り

に
人
口
増
加
を
見
据
え
市
街
地
の
形
成
に
努
め
て
き
た
。し

か
し
な
が
ら
、社
会
経
済
環
境
の
変
化
は
速
度
を
増
し
、人
口

減
少
・
少
子
高
齢
化
と
い
う
深
刻
な
社
会
問
題
に
直
面
し
て

い
る
中
、将
来
を
見
据
え
た
人
口
や
経
済
規
模
に
見
合
う
ま

と
ま
り
の
あ
る
市
街
地
を
形
成
す
る
必
要
が
あ
る
。併
せ
て
、

四
国
横
断
自
動
車
道
の
延
伸
を
睨
み
、都
市
機
能
を
適
正
に

配
置
す
る
と
と
も
に
、豊
か
な
地
域
資
源
を
最
大
限
活
用
し

な
が
ら
交
流
人
口
や
商
機
の
拡
大
を
隅
々
ま
で
波
及
さ
せ
る

取
り
組
み
も
不
可
欠
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
課
題
の

解
決
、ま
た
何
よ
り
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
実

現
化
に
向
け
、現
在
、来
年
度
中
の
策
定
を
目
標
に
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
年
度
に
つ
い
て
は
、関
連
情
報
の
整
理
、地
域
の
特
性
把

平
成
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次
に
具
同
・
楠
島
地
区
の
内
水
対
策
に
つ
い
て
今
年
度
は

排
水
ポ
ン
プ
車
の
配
備
や
河
道
の
浚
渫
な
ど
の
当
面
の
対
策

と
並
行
し
て
、国
・
県
・
市
と
学
識
者
で
組
織
す
る
相
ノ
沢
川

総
合
内
水
対
策
協
議
会
を
設
立
し
、恒
久
的
な
対
策
の
検
討

を
進
め
て
き
た
。こ
の
協
議
会
で
は
、複
雑
な
内
水
被
害
の
原

因
分
析
を
踏
ま
え
、ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
有
効
な
施

策
を
検
討
し
て
い
る
。今
後
は
効
果
と
コ
ス
ト
の
比
較
検
討

を
行
い
、で
き
る
だ
け
早
く
総
合
的
な
内
水
対
策
の
実
現
が

図
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　
次
に
四
万
十
川
河
口
事
業
の
う
ち
高
知
県
の
行
う
下
田
港

湾
改
修
事
業
に
つ
い
て
は
、今
年
度
、防
波
堤
な
ど
の
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、新
航
路
開
削
後
の
港
内
静
穏
度
予
測
や

津
波
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、大
学
や
国
の
専
門
機
関
の
メ
ン
バ
ー
ら
に
よ
り
、砂

州
再
生
に
向
け
た
検
討
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、今
後
は
、こ
う

い
っ
た
調
査
や
検
討
の
結
果
が
出
た
段
階
で
、地
元
や
漁
業
・

海
運
関
係
者
な
ど
の
意
向
も
う
か
が
い
な
が
ら
、新
航
路
の

開
削
時
期
と
併
せ
た
砂
州
再
生
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
四
万
十
川
河
口
事
業
は
、県
の
行
う
港
湾
事
業
や
砂

州
再
生
、国
の
行
う
治
水
事
業
と
の
関
連
な
ど
、地
元
調
整
も

必
要
な
こ
と
か
ら
、今
後
も
市
が
主
体
と
な
っ
て
事
業
の
円

滑
な
進
捗
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　
移
住
対
策

　
人
口
減
少
の
抑
制
の
柱
の
一
つ
と
な
る
移
住
対
策
に
つ
い

て
、本
市
へ
の
移
住
成
功
組
数
は
１
月
末
時
点
で
、昨
年
度
の

実
績
６
組
10
人
を
大
幅
に
上
回
る
23
組
46
人
に
達
し
て
い

る
。

　
移
住
を
希
望
さ
れ
る
方
も
従
来
の
サ
ー
フ
ィ
ン
や
定
年
移

住
か
ら
、近
年
で
は
、若
い
世
代
や
、特
に
中
山
間
地
域
で
の

田
舎
暮
ら
し
を
求
め
る
相
談
者
や
移
住
者
が
増
加
傾
向
に
あ

握
、並
び
に
現
行
計
画
の
課
題
を
整
理
し
て
い
る
状
況
で
す
。

ま
た
、来
年
度
に
つ
い
て
は
、ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
を
基

に
都
市
の
全
体
構
想
や
地
域
別
構
想
の
策
定
を
は
じ
め
、実

現
化
方
策
を
検
討
し
て
い
く
わ
け
だ
が
、市
に
と
っ
て
非
常

に
重
要
な
作
業
と
な
る
た
め
、適
時
、庁
内
検
討
委
員
会
や
策

定
委
員
会
を
開
催
し
、併
せ
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
す
る
な
ど
、可
能
な
限
り
市
民
の
声
を
計
画
に
反
映
す
る

よ
う
努
め
て
い
く
。

　
河
川
・
ダ
ム
・
港
湾
・
海
岸
の
整
備

　
昨
年
も
、鬼
怒
川
の
破
堤
を
は
じ
め
全
国
各
地
で
大
規
模

な
災
害
が
発
生
し
た
。本
市
で
は
幸
い
に
も
大
き
な
被
害
は

な
か
っ
た
が
、い
つ
襲
っ
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
か
ら

市
民
の
生
活
と
財
産
を
守
る
た
め
、少
し
の
油
断
も
す
る
こ

と
な
く
一
層
の
治
水
対
策
を
進
め
て
い
く
。

　
ま
ず
、河
川
改
修
で
は
、具
同
・
入
田
地
区
で
、国
土
交
通
省

と
の
合
併
事
業
に
よ
る
堤
防
拡
幅
事
業
と
併
せ
、市
道
具
同

三
里
線
・
具
同
坂
本
線
の
改
良
工
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
。来

年
度
に
は
、入
田
地
区
の
事
業
が
完
成
の
見
込
み
と
な
っ
て

い
る
た
め
、残
る
具
同
地
区
に
つ
い
て
も
、来
年
度
中
に
概
成

で
き
る
よ
う
、市
と
し
て
も
、引
き
続
き
地
元
の
調
整
や
用
地

の
確
保
に
向
け
尽
力
し
て
い
く
。

　
加
え
て
、国
土
交
通
省
で
は
、初
崎
地
区
の
堤
防
建
設
に
向

け
来
年
度
よ
り
用
地
取
得
に
着
手
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、洪
水
・
高
潮
対
策
に
加
え
、南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
お
け

る
津
波
対
策
と
し
て
も
、大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

　
次
に
横
瀬
川
ダ
ム
建
設
事
業
に
つ
い
て
ダ
ム
周
辺
の
用
地

取
得
も
概
ね
順
調
に
進
み
、い
よ
い
よ
来
年
度
は
ダ
ム
本
体

工
事
の
着
工
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
市
と
し
て
も
、計
画
ど
お
り
平
成
31
年
度
の
完
成
が
図
ら

れ
る
よ
う
建
設
事
業
予
算
の
確
保
を
関
係
機
関
に
強
く
要
望

し
て
い
く
。

る
。
　
そ
う
し
た
中
、中
山
間
地
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
定
住
に
向
け

た
仕
事
づ
く
り（
耕
作
・
加
工
品
づ
く
り
・
販
売
）や
地
域
の
文

化
を
大
切
に
し
た
暮
し
方
に
つ
い
て
、移
住
者
自
ら
が
考
え
、

実
践
す
る
組
織
を
立
ち
上
げ
、移
住
者
間
の
助
け
合
い
や
地

域
住
民
と
の
交
流
な
ど
の
活
動
が
芽
吹
き
始
め
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
活
動
は
地
域
の
魅
力
や
資
源
の
発
掘
、地
域
づ

く
り
の
活
力
に
つ
な
が
り
、今
後
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
本
格
的
に
発

信
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
た
め
、新
し
い
移
住
の
呼
び
水
と

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
市
と
し
て
も
、移
住
推
進
員
を
中
心
に
移
住
体
験
ツ
ア
ー

や
移
住
者
と
の
交
流
会
等
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、積
極
的

な
情
報
発
信
に
努
め
る
こ
と
で
、さ
ら
な
る
移
住
者
の
増
加

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
少
子
化
対
策
　

　
ま
ず
、不
妊
治
療
に
つ
い
て
は
、平
成
22
年
度
か
ら
市
の
単

独
事
業
と
し
て
一
般
不
妊
治
療
と
人
工
授
精
へ
の
助
成
を

行
っ
て
き
た
が
、継
続
的
な
治
療
の
必
要
性
と
経
済
的
な
負

担
軽
減
の
観
点
か
ら
、来
年
度
は
、年
間
の
助
成
上
限
を
こ
れ

ま
で
の
３
万
円
か
ら
５
万
円
に
引
き
上
げ
、対
象
も
第
１
子

の
み
か
ら
、第
２
子
以
降
ま
で
拡
大
す
る
。

　
婚
活
事
業
に
つ
い
て
は
、今
年
度
よ
り
、民
間
事
業
者
の
企

画
力
や
実
行
力
を
取
り
入
れ
、委
託
事
業
と
し
て
実
施
し
た

が
、民
間
事
業
者
か
ら
は
、今
後
独
身
者
も
ス
タ
ッ
フ
に
迎

え
、独
身
者
の
視
点
か
ら
企
画
づ
く
り
を
行
い
た
い
と
の
積

極
的
な
参
画
意
向
も
示
さ
れ
る
な
ど
、結
婚
支
援
に
向
け
た

広
が
り
も
出
始
め
て
い
る
。

　
ま
た
、結
婚
支
援
は
こ
の
よ
う
な
出
会
い
に
と
ど
ま
ら
ず
、

交
際
、結
婚
と
継
続
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
重
要
に
な
っ
て
い
く
。

こ
の
た
め
、来
年
度
は
、出
会
い
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
に
対
す

る
助
言
や
カ
ッ
プ
ル
に
な
っ
た
方
の
交
際
の
フ
ォ
ロ
ー
を
行
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や
保
護
者
の
皆
さ
ま
は
も
と
よ
り
、地
域
か
ら
も
愛
さ
れ
る

学
校
給
食
と
な
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　
学
力
向
上
　

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、学
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。各

種
の
学
力
調
査
結
果
か
ら
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、小
学
校

の
学
力
は
全
国
上
位
に
な
っ
て
き
て
い
る
も
の
の
、中
学
年

以
降
、学
力
の
二
極
化
が
表
れ
る
と
と
も
に
、活
用
問
題
に
課

題
が
あ
る
こ
と
が
見
え
て
き
た
。中
学
校
で
は
、落
ち
着
い
た

雰
囲
気
の
中
で
学
習
に
取
り
組
め
る
状
況
に
な
っ
た
こ
と

で
、授
業
環
境
の
改
善
も
進
み
、学
力
の
定
着
も
改
善
の
兆
し

が
見
え
て
き
て
い
る
が
、学
年
進
行
で
学
習
内
容
の
定
着
に

弱
さ
が
あ
り
、思
考
力
、判
断
力
、表
現
力
等
が
求
め
ら
れ
る

活
用
の
能
力
に
課
題
が
見
ら
れ
る
。

　
昨
年
度
よ
り
学
校
の
組
織
力
を
高
め
、課
題
解
決
を
図
る

た
め
に
、25
校
全
て
の
学
校
が
研
究
テ
ー
マ
を
持
ち
、一
校
一

役「
オ
ー
ル
　
四
万
十
」の
指
定
研
究
を
実
施
し
て
き
た
。

　
来
年
度
に
つ
い
て
も
、各
種
事
業
を
受
け
継
ぐ
と
と
も
に
、

学
習
の
土
台
と
な
る
言
語
活
動
の
更
な
る
充
実
の
た
め
に
、

読
書
活
動
の
推
進
と
学
校
図
書
館
の
活
用
や
あ
い
さ
つ
、家

庭
学
習
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。さ
ら
に
国
や
県
の
指

定
事
業
を
積
極
的
に
受
け
、先
進
的
な
道
徳
教
育
や
外
国
語

教
育
、探
究
的
な
授
業
づ
く
り
等
の
研
究
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　
子
供
た
ち
が
自
分
の
夢
や
目
標
を
実
現
の
た
め
に
確
か
な

学
力
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、学
校
と
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
連
携
を
更
に
深
め
、「
オ
ー
ル
　
四
万
十
」に
よ
る

教
育
の
風
土
づ
く
り
を
一
層
推
進
し
て
い
く
。

う
婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
を
創
設
す
る
。

　
高
知
県
に
お
い
て
も
、独
身
者
の
出
会
い
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
総
合
的
な
結
婚
支
援
窓
口「
こ
う
ち
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」が
今
年
１
月
12
日
に
高
知
市
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。来

年
度
に
は
、東
部
と
西
部
に
サ
テ
ラ
イ
ト
を
設
置
す
る
こ
と

も
検
討
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
た
め
、県
と
も
連
携
を

図
り
な
が
ら
、少
子
化
対
策
を
進
め
て
い
く
。

　
学
校
給
食
　

　
具
同
小
学
校
敷
地
内
に
建
設
中
の
給
食
セ
ン
タ
ー「
ス

ク
ー
ル
ミ
ー
ル
ぐ
ど
う（
仮
称
）」が
間
も
な
く
完
成
し
、い
よ

い
よ
中
村
地
域
の
中
学
校
給
食
が
４
月
か
ら
始
ま
る
。

　
こ
れ
で
す
べ
て
の
市
立
小
中
学
校
で
学
校
給
食
が
実
現
す

る
運
び
と
な
り
、今
後
、ス
ク
ー
ル
ミ
ー
ル「
ひ
が
し
や
ま
」、

「
な
か
む
ら
み
な
み
」、「
ぐ
ど
う
」、「
に
し
と
さ
」の
４
つ
の
給

食
セ
ン
タ
ー
か
ら
、各
学
校
に
給
食
を
提
供
し
て
い
く
予
定
。

　
現
在
、４
月
か
ら
の
新
体
制
に
よ
る
給
食
業
務
の
円
滑
化

に
向
け
、調
理
等
業
務
委
託
事
業
者
等
と
協
議
を
重
ね
な
が

ら
準
備
を
整
え
て

い
る
。

　
今
後
と
も
、
本

市
の
学
校
給
食

が
、「
子
ど
も
た
ち

の
健
康
増
進
」は

も
と
よ
り
、「
子
育

て
支
援
」に
も
つ

な
が
り
、ま
た
、献

立
に
地
場
産
品
を

優
先
的
に
使
用
す

る
こ
と
で
地
産
地

消
の
一
助
と
な
る

な
ど
、
児
童
生
徒

　
生
徒
指
導
及
び
道
徳
教
育
の
充
実
　

　
暴
力
行
為
の
発
生
件
数
は
、こ
の
３
年
間
で
激
減
し
て
お

り
、児
童
生
徒
を
取
り
巻
く
教
育
環
境
が
大
き
く
改
善
さ
れ

つ
つ
あ
る
。し
か
し
な
が
ら
、不
登
校
に
つ
い
て
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、学
校
は
も
と
よ
り
、関
係
機
関
と
一

層
の
連
携
を
図
り
、改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
。

　
道
徳
教
育
に
つ
い
て
は
、来
年
度
も
継
続
し
て
小
中
学
校

そ
れ
ぞ
れ
１
校
を
研
究
推
進
校
と
し
て
指
定
を
し
、指
導
方

法
の
工
夫
等
に
よ
る
道
徳
授
業
の
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、

そ
の
成
果
の
普
及
に
努
め
る
こ
と
に
よ
り
、市
内
全
小
中
学

校
で
の
道
徳
教
育
の
充
実
を
図
り
、児
童
生
徒
の
道
徳
性
を

養
っ
て
い
く
。

　
さ
ら
に
、い
じ
め
の
な
い
よ
り
よ
い
学
校
に
し
て
い
く
た

め
に
、児
童
生
徒
が
主
体
と
な
り
、
11
月
28
日
に
実
施
し
た

「
い
じ
め
ス
ト
ッ
プ
四
万
十
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
」の
成
果
を
ふ

ま
え
、児
童
会
や
生
徒
会
に
よ
る
い
じ
め
防
止
に
向
け
た
主

体
的
な
取
り
組
み
を
促
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、児
童
生
徒

の
豊
か
な
情
操
と
道
徳
心
を
培
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、道
徳
教
育
及
び
体
験
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　
児
童
生
徒
の
体
力
の
向
上

　
平
成
27
年
度
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、運
動
習
慣
等
調
査
」

の
結
果
が
、昨
年
12
月
に
公
表
さ
れ
た
。こ
の
調
査
は
、子
ど

も
た
ち
の
体
力
や
運
動
習
慣
等
を
把
握
し
、体
育
・
健
康
等
に

関
す
る
指
導
の
改
善
に
役
立
て
る
た
め
に
、全
国
の
小
学
校

５
年
生
と
中
学
校
２
年
生
を
対
象
に
、平
成
20
年
度
よ
り
実

施
さ
れ
て
い
る
。

　
今
年
度
は
、初
め
て
、小
学
校
５
年
生
の
男
女
、中
学
校
２

年
生
の
男
女
と
も
に
全
国
を
上
回
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

各
学
校
に
お
い
て
、様
々
な
運
動
を
通
し
て
、そ
の
楽
し
さ
や
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営
も
厳
し
い
状
況
が
見
込
ま
れ
る
。そ
の
一
方
で
、県
の
奨
学

金
を
受
給
し
た
地
域
枠
等
の
医
学
生
が
今
後
は
毎
年
30
名
程

度
卒
業
す
る
た
め
、こ
の
方
々
が
県
内
に
定
着
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
、県
内
の
医
師
不
足
も
改
善
に
向
か
う
と
い
う
こ
と

で
、明
る
い
兆
し
も
見
え
て
き
た
。
医
師
の
確
保
に
つ
い
て

は
、引
き
続
き
徳
島
大
学
、高
知
大
学
等
へ
の
派
遣
の
お
願
い

や
、県
・
国
保
連
合
会
と
の
連
携
な
ど
積
極
的
に
行
っ
て
い

く
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、平
成
30
年
度
末
に
は
、経
営
健
全

化
団
体
と
な
る
資
金
不
足
比
率
20
％
を
超
え
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
、市
民
の
安
全
・
安
心
に
つ
な
が
る
現
状
の
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
水
準
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、資
金
不
足
を
回
避
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。こ
の
た
め
、先
ん
じ
て
対
策
を
講
じ
る
こ

と
と
し
、今
議
会
に
平
成
28
年
度
当
初
予
算
で
２
億
円
の
一

般
会
計
基
準
外
繰
出
を
お
願
い
し
て
い
る
。し
か
し
な
が
ら
、

す
べ
て
の
財
源
を
一
般
会
計
か
ら
ね
ん
出
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
こ
と
か
ら
、こ
の
う
ち
１
億
円
に
つ
い
て
は
、苦
渋
の

決
断
と
し
て
、私
は
も
と
よ
り
、職
員
等
の
給
与
カ
ッ
ト
に
そ

の
財
源
を
求
め
た
も
の
。議
員
の
皆
さ
ま
に
は
市
民
病
院
の

置
か
れ
た
状
況
を
ご
理
解
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

　
機
構
改
革
　

　
機
構
改
革
に
つ
い
て
は
、昨
年
の
12
月
市
議
会
で
議
決
い

た
だ
い
た
が
、未
収
債
権
の
統
一
的
な
取
扱
い
が
で
き
る
よ

う
収
納
対
策
課
を
新
設
す
る
と
と
も
に
、商
工
課
、観
光
課
、

農
林
課
を
再
編
し
、幅
広
い
連
携
と
一
層
踏
み
込
ん
だ
施
策

展
開
が
で
き
る
体
制
と
し
て
い
る
。さ
ら
に
市
の
執
行
機
関

の
間
で
の
事
務
執
行
体
制
を
充
実
さ
せ
る
観
点
か
ら
、来
年

度
か
ら
総
務
課
内
で
選
挙
管
理
委
員
会
の
事
務
を
併
せ
て
所

掌
す
る
体
制
へ
改
編
し
、事
務
の
効
率
化
と
組
織
の
簡
素
化

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
今
後
、市
の
重
要
施
策
の
総
合
調
整
の
中
で
、専
門
性

喜
び
を
子
ど
も
た
ち
が
味
わ
う
こ
と
の
で
き
る
授
業
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
や
、授
業
以
外
で
の
体
力
向
上
の

取
り
組
み
、運
動
部
活
動
の
運
営
の
工
夫
等
を
行
っ
て
き
た

こ
と
が
、そ
の
一
端
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
市
民
病
院
　

　
今
年
度
の
収
支
見
込
み
は
、当
初
予
算
約
６
９
０
０
万
円

の
赤
字
に
対
し
、約
６
５
０
０
万
円
の
赤
字
見
込
み
で
、ほ
ぼ

当
初
予
算
ど
お
り
と
な
っ
て
い
る
。そ
の
中
で
、医
業
収
益
は

当
初
予
算
に
比
べ
約
４
１
０
０
万
円
減
少
す
る
見
込
み
だ

が
、昨
年
度
決
算
と
比
べ
る
と
約
３
３
０
０
万
円
の
増
収
見

込
み
と
な
っ
て
い
る
。こ
れ
は
昨
年
１
月
か
ら
内
科
医
師
が

１
名
就
任
し
、常
勤
医
師
が
11
名
体
制
と
な
っ
た
こ
と
や
、医

師
の
増
加
に
伴
い
午
後
９
時
ま
で
の
時
間
外
診
療
体
制
を
充

実
し
た
こ
と
、地
域
の
医
療
機
関
等
と
の
連
携
強
化
が
図
ら

れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、患
者
数
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る

も
の
。

　
次
に
、病
院
の
経
営
改
善
に
つ
い
て
は
、昨
年
の
12
月
議
会

で
報
告
し
た
と
お
り
、４
月
よ
り
給
食
業
務
を
日
清
医
療
食

品
株
式
会
社
四
国
支
店
に
委
託
し
、経
費
の
節
減
を
図
っ
て

い
く
。

　
ま
た
、先
月
の
臨
時
議
会
で
議
決
い
た
だ
い
た
許
可
病
床

数
の
減
床
に
つ
い
て
は
、県
よ
り
許
可
を
い
た
だ
き
、３
月
１

日
に
１
３
０
床
を
99
床
に
変
更
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、来
年
度

は
不
採
算
地
区
病
院
の
運
営
費
と
し
て
基
準
内
繰
入
金
が
平

成
27
年
度
ベ
ー
ス
で
約
３
４
０
０
万
円
か
ら
約
８
３
０
０
万

円
に
増
え
る
こ
と
と
な
り
、病
院
の
収
益
改
善
に
寄
与
す
る

も
の
と
見
込
ま
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、市
民
病
院
の
経
営
悪
化
の
最
大
の
要
因

は
、平
成
18
年
度
以
降
の
急
激
な
医
師
不
足
に
よ
る
も
の
で
、

医
師
の
増
員
が
な
く
て
は
単
年
度
収
支
の
黒
字
化
は
困
難
で

あ
る
。今
年
度
末
に
は
２
名
の
医
師
が
退
職
し
、来
年
度
の
経

が
必
要
な
施
策
を
実
現
し
て
い
く
た
め
、企
画
広
報
課
内
の

産
業
振
興
室
を
政
策
推
進
室
に
改
編
し
、現
在
、産
業
振
興
室

で
担
っ
て
い
る
産
業
振
興
計
画
を
引
き
続
き
推
進
す
る
と
と

も
に
、今
後
強
力
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
施
策
で

あ
る『
文
化
施
設
に
関
す
る
こ
と
』を
担
任
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

　
現
在
、教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
を
所
管
に
、市
立
文
化
セ

ン
タ
ー
や
中
央
公
民
館
、郷
土
資
料
館
等
の
今
後
の
在
り
方

に
つ
い
て
、庁
内
関
係
課
に
よ
る
検
討
会
を
設
け
、複
合
施
設

と
し
た
場
合
の
規
模
や
機
能
等
、概
略
段
階
で
の
検
討
を

行
っ
て
い
る
。

　
人
口
が
減
少
し
て
い
く
時
代
に
あ
り
、ま
た
財
政
状
況
を

鑑
み
れ
ば
、社
会
イ
ン
フ
ラ
を
賢
く
使
え
る
都
市
空
間
の
形

成
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。こ
の
た
め
、公
共
施
設
の
機

能
集
約
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
は
も
と
よ
り
、市

民
に
と
っ
て
使
い
勝
手
が
良
く
、利
便
性
が
高
い
立
地
場
所

を
考
え
る
に
、や
は
り
市
街
地
で
の
整
備
を
最
優
先
に
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
が
、財
源
は
も
と
よ
り
、

一
定
規
模
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
有
す
る
土
地
の
確
保
が
大
き

な
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
そ
う
し
た
中
、時
同
じ
く
し
て
、Ｊ
Ａ
高
知
は
た
の
本
所
事

務
所
に
お
い
て
も
、耐
震
化
の
課
題
が
浮
上
し
て
い
る
。

　
当
該
地
は
一
定
規
模
の
敷
地
を
有
し
て
お
り
、中
央
公
民

館
に
隣
接
す
る
と
い
う
立
地
条
件
か
ら
、駐
車
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
や
利
便
性
な
ど
優
位
性
が
あ
る
。

　
こ
う
い
っ
た
状
況
を
踏
ま
え
、早
期
に
市
民
の
皆
さ
ま
へ

施
設
整
備
の
方
向
性
を
示
す
た
め
に
も
、Ｊ
Ａ
高
知
は
た
事

務
所
と
の
合
築
と
い
う
整
備
手
法
の
可
能
性
に
つ
い
て
共
同

研
究
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
市
の
重
要
施
策
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
推

進
し
て
い
く
必
要
性
か
ら
、政
策
推
進
室
に
改
編
す
る
と
と

も
に
、人
員
体
制
を
強
化
の
う
え
臨
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月
31
日
で
す
！！

納
期
限
ま
で
に
必
ず
納
め
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

高
知
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月
31
日
と
な
っ
て
い

ま
す

　
納
付
は
必
ず
納
期
限
ま
で
に
、銀
行
、

郵
便
局
、農
協
な
ど
お
近
く
の
金
融
機

関
で
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　
本
年
度
も
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
の
納
付
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
日
に
納
付
で
き
な
い
方
な
ど
は
、納

税
通
知
書
持
参
の
う
え
、ご
利
用
く
だ

さ
い
。（
詳
し
く
は
、納
税
通
知
書
の
裏

面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　
な
お
、納
税
通
知
書
が
届
い
て
い
な

い
方
が
お
い
で
ま
し
た
ら
左
記
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、身
体
障
害
者
等
の
方
の
減
免

の
手
続
き
期
限
も
５
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
県
）幡
多
県
税
事
務
所

　
☎（
３
５
）５
９
７
２

《
注
意
》

　
軽
自
動
車
税
は
毎
年
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ

ま
す
。
月
割
課
税
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、４
月
２
日
以
降
に
廃

車
・
名
義
変
更
を
し
て
も
、４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
そ
の
年

度
の
軽
自
動
車
税
は
全
額
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は
４
月
末
頃
に
発
送
し
ま

す
。納
税
通
知
書
の
右
側（
領
収
書
部
分
）の
納
税
証
明
書
は
、車

検
の
際
に
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

■
身
体
障
害
者
等
の
方
に
対
す
る
減
免
に
つ
い
て

◆
申
請
期
間

　
納
税
通
知
書
が
届
い
て
か
ら
５
月
24
日（
火
）ま
で

　
※
原
則
、障
害
者
本
人
が
所
有（
名
義
登
録
）し
て
い
る
軽
自

　
　
動
車
等
が
減
免
の
対
象
に
な
り
ま
す
。た
だ
し
、精
神
障
害

　
　
者
、知
的
障
害
者
、18
歳
未
満
の
身
体
障
害
者
の
方
の
場
合

　
　
は
、生
計
を
一
に
す
る
方
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
等
も
対

　
　
象
と
な
り
ま
す
。

◆
必
要
な
も
の

　
●
身
体
障
害
者
手
帳
等
●
納
税
通
知
書
●
車
検
証
●
運
転
免

　
許
証（
実
際
に
運
転
す
る
人
）●
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通

　
知
カ
ー
ド（
納
税
義
務
者
本
人
の
も
の
）●
印
鑑

　
※
代
理
の
方
が
申
請
に
来
る
場
合
は
、委
任
状
、代
理
の
方
の

　
　
身
元
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
等
）、代
理
の
方
の
印
鑑
も

　
　
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
そ
の
他

　
●
障
害
の
区
分
や
等
級
、軽
自
動
車
等
の
使
用
条
件
な
ど
に

　
　
よ
っ
て
は
、減
免
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
●
申
請
書
は（
本
庁
）税
務
課
、（
総
合
支
所
）西
土
佐
住
民
分

　
　
室
に
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
　
　
庁
）税
務
課 

市
民
税
係
　
　
☎（
3
4
）1
1
1
2

　（
総
合
支
所
）西
土
佐
住
民
分
室
　
　
☎（
5
2
）1
1
1
1

３
月
15
日
　
尾
﨑
高
知
県
知
事
表
敬
訪
問（
ぶ
し
ゅ
か
ん
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
贈
呈
式
）、

　
　
　
　
　
医
師
確
保
業
務（
高
知
市
）　

　
　
16
日
　
渡
川
流
域
を
対
象
と
し
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
検
討
会

　
　
17
日
　
J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

安
光 

正
佳
氏
帰
国 

表
敬
訪
問

　
　
18
日
　
３
月
市
議
会
定
例
会 

閉
会

　
　
　
　
　
シ
ル
バ
ー
教
室
閉
級
式

　
　
　
　
　
消
防
団
中
村
分
団 

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
入
魂
式
祝
賀
会

　
　
19
日
　
中
村
南
小
学
校
卒
業
式

　
　
　
　
　
あ
ら
う
ん
ど
四
万
十
上
映
会･

観
光
大
使
委
嘱
式

　
　
20
日
　
黒
潮
町
合
併
10
周
年
記
念
式
典
、四
万
十
町
合
併
10
周
年
記
念
式
典

　
　
21
日
　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道「
四
万
十 

く
ろ
し
お
ラ
イ
ン
」ロ
ゴ
マ
ー
ク
発
表
お
よ
び

　
　
　
　
　
表
彰
式

　
　
22
日
　
行
政
改
革
推
進
本
部
会
議

　
　
23
日
　
幡
多
中
央
消
防
組
合
議
会
・
幡
多
中
央
環
境
施
設
組
合
議
会

　
　
24
日
　
中
村
森
林
組
合
通
常
総
代
会

　
　
25
日
　
全
国
ほ
ん
も
の
体
験
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
高
知

　
　
27
日
　
藤
ノ
川
地
区
ヘ
リ
ポ
ー
ト
落
成
式
典

　
　
28
日
　
予
土
県
境
地
域
連
携
実
行
委
員
会
総
会

　
　
　
　
　
相
ノ
沢
川
総
合
内
水
対
策
協
議
会

　
　
29
日
　
具
同
保
育
所
立
て
替
え
に
向
け
て
の
要
望
書
受

　
　
30
日
　
幡
多
広
域
観
光
協
議
会
臨
時
社
員
総
会

　
　
　
　
　
市
産
業
振
興
計
画
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
委
員
会

　
　
31
日
　
道
の
駅「
よ
っ
て
西
土
佐
」プ
レ
オ
ー
プ
ン
式
典

４
月
２
日
　
四
万
十
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ル
ウ
ォ
ー
ク
開
会
式

　
　
３
日
　
京
都
看
護
大
学
入
学
式（
京
都
市
）

　
　
４
日
　
台
北
駐
大
阪
経
済
文
化
弁
事
処 

表
敬
訪
問（
大
阪
市
）

　
　
５
日
　
四
万
十
看
護
学
院
入
学
式

　
　
　
　
　
レ
ン
タ
ル
畜
産
施
設
等
整
備
事
業（
西
土
佐
牛
舎
）工
事 

落
成
式
神
事
、式
典

　
　
６
日
　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
街
頭
指
導

　
　
　
　
　
し
ま
ん
と
黒
尊
む
ら「
環
境
省 

水
・
土
壌
環
境
保
全
活
動
功
労
者
賞
」受
賞
祝
賀
会

　
　
７
日
　
幡
多
農
業
高
等
学
校
入
学
式

　
　
８
日
　
J
A
高
知
は
た
女
性
部
中
村
支
部
通
常
総
会

　
　
　
　
　
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー「
ス
ク
ー
ル
ミ
ー
ル
ぐ
ど
う
」開
所
式
・
配
送
車
出
発
式

　
　
　
　
　
県
立
中
村
高
等
学
校
西
土
佐
分
校
入
学
式
　

　
　
10
日
　
道
の
駅「
よ
っ
て
西
土
佐
」落
成
式
典

　
　
12
日
　
エ
ボ
ラ
ブ
ル
ア
ジ
ア
表
敬
訪
問
、A
N
A
総
合
研
究
所
表
敬
訪
問
、内
閣
府
訪
問

　
　
　
　
　（
東
京
ほ
か
、〜
14
日
）

　
　
13
日
　
地
元
選
出
国
会
議
員
へ
の
要
望
活
動
、四
国
横
断
自
動
車
道
佐
賀
〜
四
万
十
建

　
　
　
　
　
設
促
進
期
成
同
盟
会
国
土
交
通
省
要
望
活
動
、文
化
庁
訪
問

　
　
14
日
　
観
光
大
使 

橋
本 

通
代
氏
表
敬
訪
問（
長
野
県
北
佐
久
郡
軽
井
沢
町
）

３
月
15
日
〜
４
月
14
日

市
長
日
誌
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ト
ン
ボ
王
国
残
そ
う
大
作
戦

　
平
成
27
年
度
、ト
ン
ボ
王
国
・
四
万
十
川
学
遊
館
あ
き
つ
い
お
で

は
具
同
小
学
校
３
年
生
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
、ト
ン
ボ
が
住
め

る
大
切
な
自
然
環
境
を
と
も
に
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
名
も「
ト
ン
ボ
王
国
残
そ
う
大
作
戦
」。

　
こ
れ
は
子
供
た
ち
が
ト
ン
ボ
王
国
を
通
し
て
自
然
環
境
を
守
る

大
切
さ
を
学
ぶ
な
か
で
、自
分
た
ち
が
大
人
に
な
っ
て
も
変
わ
ら

ず
ト
ン
ボ
王
国
が
残
っ
て
い
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を
こ
め
、自

分
た
ち
で
今
で
き
る
こ
と
を
自
発
的
に
取
り
組
も
う
と
考
え
た

「
大
作
戦
」で
す
。

　
そ
の
取
り
組
み
の
１
つ
と
し
て
、も
っ
と
多
く
の
方
に
ト
ン
ボ

王
国
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
願
い
か
ら
手
作
り
で
楽
し
い

ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
を
作
ろ
う
と
、学
遊
館
ス
タ
ッ
フ
と
い
っ

し
ょ
に
話
し
合
い
な
が
ら
時
間
を
か
け
て
丁
寧
に
仕
上
げ
て
い
き

ま
し
た
。こ
れ
ら
は
3
月
19
日
か
ら
4
月
7
日
ま
で
の
間
、学
遊
館

ロ
ビ
ー
に
展
示
さ
れ
、子
供
た
ち
が
学
ん
で
き
た
ト
ン
ボ
王
国
に

対
す
る
熱
い
思
い
を
ご
来
館
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
様
に
感
じ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

四
万
十
川
学
遊
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
情
報
　
そ
の
６

　
昨
年
、パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第
21
回
締

約
国
会
議（
ｃ
ｏ
ｐ
21
）。こ
の
ま
ま
で
は
、今
世
紀
末
ま
で
に
世
界

の
平
均
気
温
が
産
業
革
命
時
と
比
べ
5
℃
以
上
も
上
昇
す
る
と
の

予
測
が
あ
る
中
、何
と
か
2
℃
以
内
に
留
め
よ
う
と
い
う
目
標
が

総
理
大
臣
、大
統
領
な
ど
各
国
の
ト
ッ
プ
が
集
ま
っ
て
議
論
さ
れ

て
い
ま
し
た
。そ
れ
だ
け
、温
暖
化
の
進
行
が
も
た
ら
す
影
響
が
深

刻
だ
か
ら
で
す
。

　
ト
ン
ボ
と
魚
の
博
物
館「
四
万
十
川
学
遊
館
」の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

展
示
は
、そ
ん
な
重
い
テ
ー
マ
も
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

来
て
・
見
て
・
み
つ
け
て
！

5
月
の
ト
ン
ボ
と
植
物
た
ち

ト
ン
ボ
王
国
の
ミ
ニ
・
ト
ン
ボ

　
水
際
の
草
間
を
飛
び
交
う
、全
長
2
㎝
余
り
の
カ

ラ
フ
ル
な
イ
ト
ト
ン
ボ
。全
身
が
真
っ
赤
な
も
の
、う

ぐ
い
す
色
を
し
た
も
の
、胸
が
緑
で
腹
の
先
が
オ
レ

ン
ジ
色
を
し
た
も
の
…
。実
は
、こ
れ
ら
は
全
て
1
種

類
の
ト
ン
ボ
で
す
。
若
い
内
に
は
緑
色
だ
っ
た
オ
ス

の
胸
部
は
、成
熟
す
る
と
白
い
粉
で
真
っ
白
に
な
り

ま
す
。
そ
の
姿
か
ら
付
け
ら
れ
た
名
前
が
コ
フ
キ
ヒ

メ
イ
ト
ト
ン
ボ
。粉
を
吹
い
た
、お
姫
様
の
よ
う
な
小

さ
な
ト
ン
ボ
、と
い
う
意
味
で
す
。全
身
が
赤
い
の
は

若
い
メ
ス
で
、う
ぐ
い
す
色
は
成
熟
し
た
メ
ス
。南
方

系
の
種
類
で
、5
月
上
旬
か
ら
11
月
上
旬
ま
で
見
ら

れ
ま
す
。

初
夏
の
水
辺
を
彩
る
花
菖
蒲

　
5
月
中
旬
に
な
る
と
、カ
キ
ツ
バ
タ
と
入
れ
替
わ

る
よ
う
に
花
菖
蒲
が
咲
き
始
め
ま
す
。白
や
紫
、ピ
ン

ク
な
ど
約
40
品
種
を
栽
培
し
て
い
て
、花
は
5
月
下

旬
か
ら
6
月
上
旬
を
最
盛
期
と
し
て
、6
月
中
旬
ま

で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ト
ン
ボ
王
国
の
花
菖
蒲
は
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
る

こ
と
以
上
に
、飛
翔
力
が
弱
い
小
さ
な
イ
ト
ト
ン
ボ

た
ち
を
高
湿
度
の
根
際
に
か
く
ま
っ
て
、真
夏
の
高

温
と
乾
燥
か
ら
そ
の
身
を
守
っ
て
あ
げ
る「
シ
ェ
ル

タ
ー
」の
役
目
を
担
っ
て
い
る
の
で
す
。

問 

観
光
商
工
課 

観
光
係

℡ 

（
３
４
）１
７
８
３

イトトンボを守る役目も担っている
色とりどりの花菖蒲

水際の草間を飛び交うコフキヒメイトトンボ
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四
万
十
川
市
民
一
斉

清
掃
は
、
四
万
十
川
流

域
の
5
市
町
が
協
力
し

て
行
っ
て
い
る
四
万
十

川
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清

掃
で
、四
万
十
市
で
は
、

四
万
十
市
・
四
万
十
の

日
実
行
委
員
会
・
四
万

十
市
民
憲
章
推
進
協
議

会
の
3
団
体
が
主
催
し

毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
は
４
月
17
日
に
実
施
を
予
定
し
て
い
ま

し
た
が
、当
日
の
天
候
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。当

日
は
中
止
の
周
知
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
か
な
か
っ
た
地
区

が
あ
り
、す
で
に
お
集
ま
り
い
た
だ
い
て
い
た
市
民
の

方
々
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
本
年
度
、市
全
体
で
の
河
川
一
斉
清
掃
の
開
催
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
の
配
布
や
火
ば
し
の
貸
し

出
し
を
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、地
区
清
掃
な
ど
を

実
施
の
際
は
ぜ
ひ
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

　
今
後
も
、四
万
十
市
の
美
化
・
清
掃
お
よ
び
四
万
十
川

の
環
境
保
全
の
取
り
組
み
へ
の
ご
協
力
を
、よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
環
境
生
活
課
　
四
万
十
川
・
環
境
係

　
☎（
3
4
）6
1
2
6

四
万
十
川
市
民
一
斉
清
掃
の

中
止
に
つ
い
て

　
４
月
10
日
の「
四
万
十
の
日
」、四
万
十
川
に
浮
か
ぶ
屋
形
船

で
３
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
結
婚
式
を
挙
げ
、新
た
な
人
生
の
船
出

を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
の
船
上
結
婚
式
は
、平
成
17
年
四
万
十
市
が
誕
生
し
た
こ

と
を
記
念
し
て
、市
内
の
民
間
企
業（
貸
衣
装
店
や
遊
覧
船
業

者
等
）か
ら
な
る
四
万
十
Ｄ
＆
Ｈ（
ド
リ
ー
ム
ア
ン
ド
ホ
ー
プ
）

が
毎
年
実
施
し
て
お
り
、今
回
で
12
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
数
多
く
の
応
募
カ
ッ
プ
ル
の
中
か
ら
、今
年
は
石
田
誉
恵
留

さ
ん
・
佳
美
さ
ん
夫
妻（
東
京
都
調
布
市
）、小
松
哲
也
さ
ん
・
里

佳
さ
ん
夫
妻（
高
知
市
）、柿
内
康
作
さ
ん
・
久
美
子
さ
ん
夫
妻

（
高
知
市
）の
３
組
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
船
上
で
の
挙
式
後
実
施
さ
れ
た
、三
里
沈
下
橋
で
の
パ
レ
ー

ド
や
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、親
族
や
友
人
、地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
祝

福
を
受
け
た
各
カ
ッ
プ
ル
が
幸
せ
そ
う
な
笑
顔
で
応
え
ま
し
た
。

　
挙
式
さ
れ
た
皆
さ
ま
、本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
　
ま
た
、主
催
の
四
万
十

Ｄ
＆
Ｈ
様
か
ら
は
、こ
の

船
上
結
婚
式
挙
式
費
用

の
一
部
を
四
万
十
川
清

流
保
全
基
金
に
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。い
た

だ
い
た
寄
付
金
は
四
万

十
川
の
清
流
を
後
世
に

引
き
継
ぐ
た
め
有
意
義

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 四

万
十
川
船
上
結
婚
式

│
末
永
く
お
幸
せ
に
│

　
２
月
15
日（
月
）・

21
日（
日
）に
、生
涯

学
習
課
が
主
催
す

る
健
康
教
室
約
80

人
が
国
道
56
号「
中

村
宿
毛
道
路
」九
樹

高
架
橋（「
橋
梁
上

部
工
」の
整
備
中
）

の
現
場
見
学
を
行

い
、国
土
交
通
省
中

村
河
川
国
道
事
務

所
の
担
当
者
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　
見
学
し
た
健
康

教
室
の
参
加
者
は

成
人
向
け
の「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
ミ
ス
テ

リ
ー
ツ
ア
ー
」と
多
数
の
小
学
生
が
参
加
し

た「
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
」の
２
グ
ル
ー
プ
で

「
健
康
ス
ポ
ー
ツ
」と「
社
会
イ
ン
フ
ラ
研
修
」

を
合
わ
せ
て
受
け
て
、楽
し
く
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
工
事
の
目
的
や
内
容
を
聞
い
て

「
早
く
完
成
し
た
ら
い
い
ね
！
」「
す
ご
い

ね
！
」と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
健
康
教
室
で

国
道
56
号「
中
村
宿
毛
道
路
」

を
見
学
し
ま
し
た
。

いきいきクラブミステリーツアーサイクルトレイン

大勢の人から祝福を受けて笑顔で応える新郎新婦
（三里沈下橋）
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51年に1度は健診を

JA高知はた西土佐支所

具同体育センター

健康管理センター

中筋中学校体育館

大川筋・蕨岡地区(巡回)

健康管理センター

西土佐総合支所

西土佐地域(巡回）

東中筋中学校体育館

大宮小学校体育館

須﨑集会所

健康管理センター

蕨岡中学校体育館

下家地小学校体育館

旧権谷小学校体育館

本村小学校体育館

西土佐地域(巡回）

具同体育センター

健康管理センター

西土佐地域(巡回）

川崎保育所

健康管理センター

口屋内出張診療所

津野川集会所

健康管理センター

竹島小学校体育館

西土佐保健センター

藤ノ川集会所

中半体育館

富山地区（巡回）

西土佐総合支所

下田中学校体育館

JA高知はた西土佐支所

具同体育センター

文化センター大会議室

中筋地区

大川筋・蕨岡地区

東中筋地区

蕨岡・西富山地区

下田地区（井沢・井沢団

地・鍋島・竹島・双海）

下田地区

富山地区

下田地区（水戸東・水戸西・平野・鍋島（平

野）松ノ山・馬越・下田上・下田下・串江）

下田地区

中村地区

中筋地区・東中筋地区

中村地区

東山地区

八束地区・後川地区

東山地区

中村地区・東山地区

9：00～11：00

10：00～11：30

12：50～13：30

8：30～11：00、13：30～14：30

8：00～9：30

9：30～11：30、13：30～15：30

個別通知

9：30～11：00

9：00～11：00

個別通知

8：30～11：00

8：00～9：30

9：30～11：30、13：30～15：30

9：30～10：30

13：30～14：30

12：50～13：30

8：00～11：00

7：30～9：30

9：30～11：30、13：30～15：30

9：30～10：30

13：00～13：30

15：00～15：30

個別通知

10：00～11：30

12：50～13：30

個別通知

9：30～11：00

12：50～13：30

8：00～9：00

9：00～10：00

13：30～14：30

12：50～13：30

8：30～10：30、13：30～14：30

8：00～9：30

9：30～11：30、13：30～15：30

8：00～9：00

9：00～10：00

13：00～13：30

15：00～15：30

個別通知

9：00～11：00

8：00～11：00、13：30～14：30

7：30～9：30

9：30～11：30、13：30～15：30

9：00～11：00

10：00～11：30

9：30～11：30

13：30～15：30

9：30～11：30、13：30～15：30

9：30～11：30

13：30～15：30

9：30～11：30

13：30～15：30

時間

6月

5月

事業名 該当地区月日 場所

11日（水）

12日（木）

13日（金）

16日（月）

17日（火）

18日（水）

19日（木）

20日（金）

23日(月）

25日(水）

26日(木）

27日(金）

1日(水）

2日(木）

3日(水）

6日(月）

7日(火）

8日(水）

9日(木）

10日(金）

出張健康相談

マム＆チルドレン

乳児健診

特定健診　注/前立腺がん検診

胃がん検診

乳がん検診

胸部レントゲン（肺がん検診）

乳幼児相談・ママタッチ教室

定例健康相談

胸部レントゲン（肺がん検診）

特定健診　注/前立腺がん検診

胃がん検診

乳がん検診

ひまわり健診　注/前立腺がん検診

3歳児健診

特定健診　注/前立腺がん検診

胃がん検診

乳がん検診

ひまわり健診　注/前立腺がん検診

胸部レントゲン（肺がん検診）

マム＆チルドレン

乳児健診

胸部レントゲン（肺がん検診）

ぴよっこクラブ（親子の集い）

1歳9カ月健診

胃がん検診

ひまわり健診　注/前立腺がん検診

乳児健診

特定健診　注/前立腺がん検診

胃がん検診

乳がん検診

胃がん検診

ひまわり健診　注/前立腺がん検診

胸部レントゲン（肺がん検診）

定例健康相談

特定健診　注/前立腺がん検診

胃がん検診

乳がん検診

出張健康相談

マム＆チルドレン

子宮頸がん検診

乳がん検診

子宮頸がん検診

乳がん検診

注）特定健診（生活習慣病健診）、ひまわり健診は、30歳以上の国民健康保険に加入している人で、受診券を送付している人および、40歳以上
の協会けんぽ等に加入している被扶養者の人が対象です。
※5月9日（月）までの計画については、広報四万十4月号に掲載しています。

 【問い合わせ先】（本庁）保健介護課  ☎(34)1115・（34）1823　（総合支所）保健課　☎(52)1132
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《四万十市健康の秘訣12か条》
　第10条「食べたら歯みがきしよう」

【歯みがきが歯と口の病気予防の基本】
　・歯を失う原因の7割以上は虫歯と歯周病です。
　・若いうちは虫歯で歯を失うことが多いですが、35歳を過ぎたころ
　 からは歯周病で歯を失うことが多くなってきます。
　・虫歯や歯周病の最大の原因は歯垢（しこう）なので、歯についた歯
　 垢をいかに落とすかが歯周病や虫歯予防のポイントになります。
　・そのためには毎日の歯磨きがなにより大切です！
【歯垢（しこう）は虫歯や歯周病の最大の原因】
　・歯垢（しこう）はただの食べかすではなく、細菌の塊です。
　・この細菌が産生する酸や毒素が虫歯や、歯周病の主な原因なので、歯磨きをきちんと行っ
　 て細菌数を減らせば、虫歯や歯周病を予防することができます。
【予防は毎食後の歯磨きと定期健診】
　毎食後の歯磨きの中でも、1番重要なのが夜の歯磨きです。その理由として、寝ている間は、唾
液（だえき）の量が日中と比べると減ります。唾液には細菌の増殖を抑えたりする作用があるた
め、きちんと歯磨きをしないと、寝ている間に細菌は増殖し、虫歯や歯周病が進行していきます。
☆☆寝ている間に増殖した細菌を減らすには、朝起きてから歯みがきをすると良いです☆☆
〈歯磨きのポイント〉
ポイント①　歯ブラシの持ち方　　
　　　　　　鉛筆を持つように軽くにぎる
ポイント②　歯ブラシの動かし方
　　　　　　1～2歯分ずつ歯ブラシを歯の表面に当てて、小刻みに動かします。
ポイント③　歯を磨く順番を決める
　　　　　　正しい順番はありませんが、順番を決めておくことで磨き残しがなくなります。
年に1～2回は定期健診を受け、正しい歯磨きで、歯と口の健康管理をしましょう。
次回は、健康の秘訣12か条の第11条「健診（検診）を受けよう」です。

四万十市健康増進計画の詳細は市ホームページに掲載しています。
【問い合わせ先】（本庁）保健介護課 健康増進係　☎（34）1115

〜

〜

ひけつ

　肺炎球菌による感染症は、高齢者の肺炎の原因で最も多く重症化しやすいといわれています。
高齢者や慢性疾患をお持ちの人は、肺炎球菌による感染症を予防し重症化を防ぐため、予防接種を受
けて免疫をつけることをお勧めします。（ただし、全ての肺炎を予防できるわけではありません）

【平成28年度対象者】
　四万十市にお住まいの、下記の①または②に該当する人
※過去に高齢者肺炎球菌感染症（23価）の予防接種を受けたことがある場合は対象外です。

接種期間：4月1日～平成29年3月31日まで
【自己負担金】2,000円　
※生活保護受給者が事前に市に申請をし、自己負担金免除証明書を医療機関に提出した場合は無料と
なります。自己負担金免除証明書は、下記問い合わせ先にて発行いたします。（本人以外が申請する場
合は委任状が必要）
※接種期間を過ぎてしまった場合の接種費用は全額自己負担（6,000円～8,000円程度）となります。
【接種方法】県内の受託医療機関での個別接種（接種には予診票が必要）
①の対象者へは個別通知を行います。
②の対象者へは通知を行いませんので、接種を希望する方は、下記までお問い合わせください。

【問い合わせ先】
　（本庁）保健介護課 地域保健係　☎（34）1823　　（総合支所）保健課 保健係　☎（52）1132

平成28年度に下記の年齢となる人（※平成28年度のみ対象となります。）
　65歳（昭和26年4月2日～昭和27年4月1日生）
　70歳（昭和21年4月2日～昭和22年4月1日生）
　75歳（昭和16年4月2日～昭和17年4月1日生）
　80歳（昭和11年4月2日～昭和12年4月1日生）
　85歳（昭和6年4月2日～昭和7年4月1日生）
　90歳（大正15年4月2日～昭和2年4月1日生）
　95歳（大正10年4月2日～大正11年4月1日生）
　100歳（大正5年4月2日～大正6年4月1日生）
　接種時に60歳から65歳未満の方で、心臓・じん臓・呼吸器及びヒト免疫不全ウイルスによる
免疫機能で身障１級程度の障害をお持ちの人

①

②
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２
月
３
日
、国
際
交
流
員
の
田
小
嬌
さ
ん（
中

国
出
身
）を
講
師
と
し
て
、中
国
文
化
に
つ
い
て

の
学
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず「
中
国
の
朝
ご
飯
」を
テ
ー
マ
に
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。中
国
で
人
気
の
朝
ご
飯
は「
豆
乳

と
揚
げ
パ
ン
」と
の
こ
と
で
、日
本
と
の
違
い
に

皆
さ
ん
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　
講
演
の
次
は
料
理
教
室
で
す
。中
国
の
家
庭
料

理
で
あ
る「
ト
マ
ト
と
卵
の
炒
め
物
」「
手
羽
先
の

コ
ー
ラ
煮
」「
え
の
き
の
白
ゆ
で
」の
３
品
と
、こ

の
日
は
節
分
と
い
う
こ
と
で
恵
方
巻
き
や
ち
ら

し
寿
司
も
作
り
ま
し
た
。磯
ノ
川
地
区
で
は
、介

護
予
防
事
業
で
料
理
教
室
を
行
っ
て
い
る
た
め

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
良
く
、こ
の
日
も
約
２
時
間
で

７
品
が
完
成
し
、参
加
者
か
ら
は「
中
国
の
こ
と

を
知
る
機
会
は
な
か
な
か
な
い
の
で
、初
め
て
知

る
こ
と
ば
か
り
で
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」と
の
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
地
区
健
康
福
祉
委
員
会
で
も
、国
際

交
流
員
か
ら
中
国
文
化
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？
ご
希
望
や
ご
質
問
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、左

記
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
健
康
福
祉
委
員
会
に
つ
い
て

　
　（
本
庁
）保
健
介
護
課
　
高
齢
者
福
祉
係
　
☎（
３
４
）８
０
６
６

　
　（
総
合
支
所
）保
健
課
　
保
健
係
　
　
　
　
☎（
５
２
）１
１
３
２

　
国
際
交
流
員
に
つ
い
て

　
　（
本
庁
）企
画
広
報
課
　
広
報
統
計
係
　
　
☎（
３
４
）１
８
１
０

健
康
福
祉
委
員
会
だ
よ
り
vol.11

【
磯
ノ
川
地
区
　
人
口
カ
ル
テ
】

80
世
帯
1
5
1
人（
男
性
76
人
・
女
性
75
人
）

65
歳
以
上
67
人
・
高
齢
化
率
44
％（
平
成
28
年
3
月
1
日
現
在
　
市
人
口
統
計
月
報
）

〜 

磯
ノ
川
地
区
健
康
福
祉
委
員
会 

〜

　
認
知
症
介
護
に
つ
い
て
の
悩
み
や
不
安

を
一
人
で
抱
え
込
ん
で
は
い
ま
せ
ん
か
。

　「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」は
、参
加
者
で
思
い
や

悩
み
を
共
有
し
、支
え
合
う
た
め
の
座
談
会

で
す
。

　
ほ
か
の
人
に
は
な
か
な
か
分
か
っ
て
も

ら
え
な
い
こ
と
も
、同
じ
体
験
を
し
て
き
た

人
同
志
な
ら
分
か
り
あ
え
、介
護
で
疲
れ
た

こ
こ
ろ
が
少
し
で
も
楽
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。初
め
て
の
方
の
参
加
も
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時
　
5
月
31
日（
火
）

　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

※
以
降
は
奇
数
月（
7
月
、9
月
、
11
月
、1

　
月
、3
月
）の
最
終
週
の
火
曜
日
に
開
催

場
所（
予
定
）

　
四
万
十
市
立
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　（
市
民
病
院
敷
地
内
）

★
家
族
の
方
だ
け
で
も
、認
知
症
の
方
と
ご

　
一
緒
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

★
四
万
十
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

　
職
員
も
参
加
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」事
務
局：

松
岡
時
規
子

　
☎（
３
４
）４
５
２
８

　
四
万
十
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎（
３
４
）０
１
７
０

四
万
十
市
認
知
症
の
人
と

家
族
の
会

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」の

ご
案
内

で
ん

し
ょ
う
き
ょ
う

　
生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
が
な
く
進
行
す
る
た
め
、予
防

に
は
、よ
り
若
い
世
代
か
ら
健
診
を
受
け
、自
身
の
健
康
に

対
す
る
意
識
を
高
め
、生
活
習
慣
を
早
期
に
改
善
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

　
四
万
十
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、健
診
を
受
け
る
機
会
か

ら
遠
ざ
か
り
が
ち
な
30
歳
代
の
皆
さ
ま
へ
市
独
自
の
健
診

を
ご
用
意
し
ま
し
た
。若
い
30
歳
代
の
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、

自
分
の
身
体
に
つ
い
て
知
る
き
っ
か
け
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
対
象
者

　
当
市
国
保
加
入
者
で
30
〜
40
歳
未
満
の
方

　
た
だ
し
、次
の
人
は
受
診
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

　
①
妊
産
婦

　
②
勤
務
先
等
で
健
康
診
断
を
受
け
る
機
会
の
あ
る
人

◆
自
己
負
担
額
　
無
料

◆
検
査
項
目（
特
定
健
康
診
査
と
同
じ
内
容
で
す
。）

　
基
本
的
な
健
診

　（
問
診
、身
体
測
定
、血
圧
測
定
、血
液
検
査【
血
中
脂
質
、血

　
糖
、肝
機
能
】、尿
検
査
）

◆
受
診
方
法

　
市
の
実
施
す
る
集
団
健
診
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
対
象
者
に
は
、各
地
区
の
健
診
日
の
約
２
週
間
前
に
健
診
の

　
案
内
を
個
別
通
知
し
ま
す
の
で
、申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　（
健
診
の
日
程
は
市
広
報
の
保
健
カ
レ
ン
ダ
ー
や
、保
健

　
衛
生
事
業
計
画
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
　
　
庁
）保
健
介
護
課
　
健
康
増
進
係

　
☎（
3
4
）1
1
1
5

　（
総
合
支
所
）保
健
課
　 

保
健
係

　
☎（
5
2
）1
1
3
2

30
歳
代
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ま
へ

始
ま
り
ま
す
よ
!!

30
歳
代
の
無
料
健
診

　
　
　（
生
活
習
慣
病
健
康
診
査
）!!

健康づくり
声かけ隊長
古江掛 増代

（こえかけ　ますよ）
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高齢者の生活を支援しています VOL.1

　四万十市では、「高齢者が住み慣れた地域で、すこやかで、安心して暮らせるまち」

を目指して、在宅サービスを行っていますので、提供サービスの内容について5月・

6月号でお知らせします。サービスの利用を希望される方は、（本庁）保健介護課ま

たは（支所）保健課までお問い合わせ下さい。

高齢者日常生活用具購入費　　事前の申請が必要です

　65歳以上の高齢者世帯で、市民税非課税世帯及び市民税のうち均等割のみの世帯である方に、火災から身

の安全を守るための日常生活用具の購入費の一部を補助します。ただし、市内に住所があり、そこに居住し

ている方に限ります。

○補助上限額；電磁調理器　30,000円、自動消火器　20,000円、火災報知機　10,000円

あんしんコール事業

　65歳以上のひとり暮らしの高齢者や身体障害者等に緊急通報装置をお貸しします。緊急通報システムに

接続することによって、24時間体制で急病や火災等の緊急時の通報に対応します。

○利用者負担額；市民税課税世帯の方のみ設置費（12,960円）が必要です。

訪問理美容サービス

　在宅の方で、要介護3以上の認定を受けた方や身体障害の程度が2級以上の方を対象に、理容所や美容所に

行くことが困難な方の居宅に理美容師が訪問して理美容サービスを行います。

○利用者負担額；理美容料金のみ（理美容師の訪問にかかる費用は年間3回まで無料）

高齢者はつらつデイサービス

　75歳以上の高齢者や65歳以上のひとり暮らしの方（要介護認定非該当者）を対象に、四万十市多目的デイ

ケアセンター「一条の里（中村東町）」へ送迎バスによる通所の方法で集まり、健康チェック、健康相談、趣味

の創作活動、機能訓練、簡単な運動などを行います。

○利用者負担額；１回あたり600円（給食サービスの原材料費、創作活動材料費として）

○申し込み先；四万十市多目的デイケアセンター一条の里（電話0880-34-3636）

生きがいデイサービス

　65歳以上の高齢者（要介護認定非該当者）を対象に、「デイサービスセンターにしとさ（西土佐用井）」へ送

迎バスによる通所の方法で集まり、健康チェック、健康相談、趣味の創作活動、機能訓練、簡単な運動などを

行います。

○利用者負担額；１回あたり600円（給食サービスの原材料費、創作活動材料費として）

○申し込み先；デイサービスセンターにしとさ（電話0880-52-2314）

高知県長寿手帳の発行
　市内の65歳以上の方に、県立や市町村立の施設等で入場料の免除や割引などの特典が受けられる「高知県

長寿手帳」をお渡ししています。利用されたい方は、保険証などご本人の年齢が判る物を持参のうえ、保健介

護課または保健課窓口までお越し下さい。

【問い合わせ先】

（本庁）保健介護課 高齢者福祉係 ☎（34）8066　（総合支所）保健課 保健係 ☎（52）1132

20

平
成
28
年
5
月
号



障害児・者の手当について
　在宅の障害児・者に対して、次のような手当が支給されます。
　新たに手当を受ける場合は申請が必要となります。支給に該当すると思われる場合は、下記までお問い合わせ
ください。

※在宅の障害者に対する手当であるため施設に入所している場合は支給の対象外です。また扶養義務者等に一定額以上の所得がある場合も
　支給の対象外となります。
※認定に際しては診断書による判定が必要となります。

・1～2級程度の障害が2つ以上重複しているあるい
は、1～2級程度の障害と3級程度の障害が2つ以上
重複している人
・重度の身体機能障害により、日常生活動作能力の評
価が極めて重度と認められる人
・内部障害により絶対安静の人
・精神または知的障害により日常生活能力の評価が
極めて重度と認められる人

・身体障害1級程度の障害がある人および2級程度の
障害がある一部の人
・療育手帳A1またはA2の一部の人
・精神の障害により上記と同程度以上と認められる人

・身体障害1～3級程度の障害がある人または4級程
度の障害がある一部の人
・療育手帳A1～A2、またはB1の一部の人
・精神の障害により上記と同程度以上と認められる人

・身体障害1～3級手帳の交付を受けている人
・療育手帳A1～A2の人
・特別児童扶養手当1級の認定を受けている人

手当の種類
(手当月額) 対象者 障害等の区分 備考

特別障害者手当
（26,830円）

障害児福祉手当
（14,600円）

四万十市心身
障害児扶養手当
(2,000円)

特別児童扶養手当
1級(51,500円)
2級(34,300円)

常時特別な介護
を必要とする在
宅の20歳以上の
者

3カ月を超えて入
院している場合は
支給対象外となり
ます。

障害を事由とする
年金を受給してい
る場合は支給対象
外となります。

常時介護を必要
とする在宅の20
歳未満の児童

20歳未満の児童
を自宅で養育し
ている保護者

【問い合わせ先】（本　　庁）福祉事務所　社会福祉係　 ☎（34）8088
　　　　　　　（総合支所）西土佐福祉分室（保健課内） 　☎（52）1132

　
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度
と
は
、18
歳（※

１
）ま
で
の
お
子
さ
ん
が

い
る
ひ
と
り
親
家
庭
や
、ご
両
親
の
い
な
い
お
子
さ
ん
な
ど
の
医
療
費
の
う

ち
、保
険
診
療
分
の
一
部
負
担
金（
高
額
療
養
費
・
付
加
給
付
額
は
除
く
）を
市

が
助
成
す
る
制
度
で
す
。対
象
は
所
得
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
世
帯(※

２)

で
、申
請
さ
れ
た
翌
月
か
ら
助
成
し
ま
す
。

（※

１
　
こ
の
制
度
で
の
18
歳
は
、
18
歳
に
な
っ
た
日
か
ら
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
の
期
間
で
す
。）

(※

２
　
平
成
22
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
、０
歳
か
ら
15
歳
ま
で
の
年
少
扶
養

控
除
お
よ
び
16
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
特
定
扶
養
控
除
の
上
乗
せ
が
廃
止
さ
れ

ま
し
た
。こ
の
こ
と
に
よ
る
所
得
税
の
増
額
が
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
資

格
の
認
定
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、所
得
税
に
つ
い
て
、年
少
・
特
定
扶
養

控
除
を
控
除
額
に
加
え
て
再
計
算
し
、所
得
審
査
に
お
け
る
所
得
税
額
と
し
ま

す
。）

☆
　
平
成
28
年
度
　
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
資
格
の
更
新
　
☆

　
５
月
は
、ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
資
格
の
更
新
月
で
す
。該
当
者
は
次

の
要
領
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間

　
５
月
２
日(

月)

〜
５
月
31
日(

火)

　
○
土
、日
、昼
休
み
は
除
く

◆
持
参
す
る
も
の
　
健
康
保
険
証
・
印
鑑
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】

　（
本
　
　
庁
）福
祉
事
務
所
　
家
庭
福
祉
係

　
☎（
3
4
）1
8
0
1

　（
総
合
支
所
）福
祉
事
務
所
　
西
土
佐
福
祉
分
室（
保
健
課
内
）

　
☎（
5
2
）1
1
3
2

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費

助
成
制
度
の
お
知
ら
せ
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育児相談
　相談日 /月～金 9：30～11：30、13：30～16：30
　子育てについて思っていること、悩んでいることな
ど、気軽にご相談ください。電話相談だけでなく、直接来
所しての相談にも応じます。　
※活動のある日の午前中は、相談に応じられない場合が
　あります。

保 育 所 名
愛 育 園

もみじ保育所

具 同 保 育 所

あおぎ保育所

古 津 賀 保 育
東 山 保 育 所
竹 島 保 育 所

東中筋保育所

川 登 保 育 所

下 田 保 育 所

八 束 保 育 所

5月11日
5月20日
6月14日
5月12日
6月 8日
5月10日
6月14日
6月 8日
5月27日
6月 9日
5月25日
6月14日
5月24日
6月14日
5月11日
6月 9日
5月19日

水
金
火
木
水
火
火
水
金
木
水
火
火
火
水
木
木

時　間
9：30 ～ 10：30

9：30 ～ 11：00

9：30 ～ 10：30

10：00 ～ 11：00

9：30 ～ 11：00
9：30 ～ 10：30
9：30 ～ 11：00

10：00 ～ 11：00

10：00 ～ 11：00

9：30 ～ 10：30

9：30 ～ 10：30

駐車場
なし

数台有

〃

〃

〃
〃
〃

〃

〃

〃

〃

園庭開放　※雨天の場合は中止します。

問い合わせ先

四万十市地域子育て支援センター

“ ぽっぽ ”
右山元町1丁目2-10　☎（35）3748

　　親子ふれあい活動

作って遊ぼう
厚紙とゴムを使って、パッチンガエルを作るよ！できたら
お母さんやお友達と一緒に飛ばして遊ぼう♪
①グループ　6月1日（水）、②グループ　3日（金）
9：30～11：30
子育て支援センター

時

場

時

場 時

場

もみじで遊ぼう
みんなで、もみじ保育所にある分室に行きましょう！もみじ
保育所のお友だちと一緒に、砂場やすべり台で遊ぼうね♪
①グループ　6月9日(木)、②グループ　10日（金）
9：30～11：30
子育て支援センター分室（もみじ保育所内）

◆1・2・3歳児対象（ぽっぽ）

なかよく遊ぼう
みんなで名札を作ったり、自己紹介もするよ。お母さん同
士おしゃべりも楽しんでね！①②グループ一緒だよ！
5月13日（金）　9：30～11：30
子育て支援センター

時

場

時

場

◆0歳児・妊婦対象（ぴよちゃんクラブ）

　　その他の活動　

元西南病院小児科医師・澤田　敬先生を招いて、子育ての
お話をしていただきます。ざっくばらんな会ですので、ぴ
よちゃん、ぽっぽさん、どしどしご参加ください。子育ての
悩みにも、お答えしていただけますよ。※自由参加です。初
めての方もお気軽にどうぞ！
5月19日(木)　10：00～11：30
子育て支援センター

◆おしゃべり広場(妊婦・０・１・２・３歳児対象)

4月・5月生まれのお友だちのお誕生日をみんなでお祝い
しようね。
[ぴよちゃんクラブ]　5月26日(木)　9：30～11：30
[1・2・3歳児]（ぽっぽ）　5月27日(金)　9：30～11：30
子育て支援センター

◆お誕生会

●初めて参加を希望される人は準備の都合などがありま
すので、あらかじめご連絡ください。①などの番号がつい
ている活動は、各日程ごとにグループに分かれます。

月日

こんにちは

四万十市地域子育て支援センター“ぽっぽ”です!四万十市地域子育て支援センター“ぽっぽ”です!

5
平成28年

★ 

休
館
日
の
案
内 

★

一
般
書

5 （151冊）

児
童
書  

え
ほ
ん

/

あやしい探検隊台湾ニワトリ島乱入
大人のシンプル着こなし入門｠
札幌アンダーソング 3 ラスト・ソング
サブマリン
座ってできる!シニアヨガ｠｠
ぜんぶわかる認知症の事典｠
不惑のスクラム
宮本常一と土佐源氏の真実

椎名　誠
福田　栄華
小路　幸也
伊坂  幸太郎
山田　いずみ
河野　和彦
安藤　祐介
井出　幸男

こざるのシャーロット
子どもに伝えたい和の技術 6 和楽器
サーティーナイン・クルーズ 22 ティカルの神殿
10分で読めるわらい話 1年生
干したから…
動物と話せる少女リリアーネ　物語の花束
よるのさかなやさん
ろってちゃん

高崎山自然動物園
和の技術を知る会
小浜　杳
藤田　のぼる
森枝　卓士
タニヤ・シュテーブナー
山口　マオ
ディック・ブルーナ

★ 

新
し
い
雑
誌
が
仲
間
入
り 

★

　
今
年
度
よ
り
、４
冊
の
雑
誌
が
新
し
く
入
り
ま
し
た
の
で
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
♪

　『
ユ
リ
イ
カ
』（
月
刊
）　
*
文
学
・
思
想
誌

　『
キ
ル
ト
ジ
ャ
パ
ン
』（
季
刊
）　
*
手
芸
誌

　『
歴
史
街
道
』（
月
刊
）　
*
歴
史
誌

　『
プ
レ
ジ
デ
ン
ド
フ
ァ
ミ
リ
ー
』（
季
刊
）

　
*
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
育
児
誌

※
雑
誌
は
一
人
５
冊
ま
で
、1
週
間
貸
出
で
き
ま
す
。

★ 

寄
贈
の
御
礼 

★

　
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
幡
多
様
よ
り
今
年
も
大
活
字
本
を
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。ご
高
齢
の
方

に
大
層
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　『
越
前
竹
人
形
』　
　
水
上
　
勉
／
著

　『
幕
末
新
撰
組
』上
・
下
　
　
池
波
　
正
太
郎
／
著

　『
自
白
』上
・
下
　
　
乃
南
　
ア
サ
／
著
　
　
他

問 

市
立
図
書
館  

（
３
5
）２
９
２
３ 

開館時間　（本庁）9：00～19：00
　　　　　（支所）10：00～18：00 May

新着おすすめ8+8

５
月
27
日
（
金
）
館
内
整
理
日
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幡多広域消費生活センター便り

相談は無料、秘密厳守です。安心してご相談ください。

【問い合わせ先】
幡多広域消費生活センター ☎ (34)6301（月～金 9時～12時/13時～17時　祝日・年末年始を除く）

（市）環境生活課 市民生活係　☎（35）4147

　消費生活センターでは、専門の相談員が、消費生活のトラブルを解決するお手伝いを電話
でも面談でも・何度でも無料で行っています。
　被害金は勉強代ではありません。あきらめずに相談してください。

あきらめないで！　～被害を取り戻せるかも～
　「きっと相談しても無理…。」「トラブルにあった自分も悪かったんだ…。」とは思わずに、どんな些細なことで
もまずはご相談ください。

他の皆さんの役に立つこと
　●消費生活センターでは、相談・通報情報を基に、ホームページや広報などで注意喚起しています。
　●皆さんが苦情を事業者に伝えることで、商品やサービスの改善につながることもあります！

≪消費者トラブル≫不安な時・困った時は相談を！

例えばこんな相談を受けています

訪問販売、リフォーム工事、金
融・保険、賃貸住宅の退去、エス
テ、マルチ商法

ワンクリック請求、迷惑メール、
インターネット通販、回線契約

電子レンジでの発火、抱っこひ
もでの事故、化粧品の身体被害、
リコール品

契約・解約トラブル 暮らしの中の事故
インターネット・
携帯電話のトラブル

〜
感
謝
状
贈
呈
な
ら
び
に

　
委
嘱
式
〜

　
4
月
4
日（
月
）、交
通
安

全
指
導
員
と
し
て
永
き
に
わ

た
り
本
市
の
交
通
安
全
指
導

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
西
本

他
人
さ
ん（
委
嘱
期
間
43
年
）

に
そ
の
功
績
に
対
し
ま
し
て

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
ま
た
平
成
28
年
4
月
1
日

か
ら
就
任
し
て
い
た
だ
く
交

通
安
全
指
導
員
さ
ん
に
委
嘱

状
を
交
付
し
ま
し
た
。「
交
通

事
故
の
な
い
安
全
で
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し

活
動
し
ま
す
。
今
後
と
も
市

民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
庁
）

　
環
境
生
活
課 

市
民
生
活
係

　
☎（
3
5
）4
1
4
7

（
総
合
支
所
）

　
地
域
企
画
課

　
☎（
5
2
）1
1
1
1

交
通
事
故
の
な
い
ま
ち
を
目
指
し
て

〜
四
万
十
市
交
通
安
全
指
導
員
〜

交
通
安
全
指
導
員
名
簿（
敬
称
略
）

●
中
村
地
域

浜
田
　
光
英

岡
本
　
英
則

浦
田
　
英
樹

西
内
　
育
二
朗

野
元
　
亮
佑

市
原
　
忠
幸

井
上
　
克
彦

大
林
　
郁
男

小
谷
　
正
樹

松
岡
　
正
大

宮
川
　
昭
人

●
西
土
佐
地
域

廣
田
　
則
明

中
脇
　
影
則

井
上
　
満
則

森
平
　
一
徳

だまされているかも…

　
高
知
県
で
は
、猫
の
不
必
要
な
繁
殖

お
よ
び
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
増
加
を

抑
え
、や
む
を
得
ず
殺
処
分
さ
れ
る
不

幸
な
猫
を
な
く
す
た
め
に
、メ
ス
猫
の

不
妊
手
術
費
の
一
部
を
負
担
し
ま
す
。

●
県
が
負
担
す
る
額

　
飼
い
猫（
高
知
県
内
に
お
い
て
飼
育

　
す
る
メ
ス
猫
）

　
　
１
匹
に
つ
き 

６
千
円

　
飼
い
主
の
い
な
い
猫（
高
知
県
内
に

　
お
い
て
生
息
す
る
メ
ス
猫
の
う
ち
申

　
請
者
が
地
域
環
境
の
改
善
の
取
り
組

　
み
を
行
う
猫
）

　
　
１
匹
に
つ
き 

１
万
円

●
申
請
受
付
期
間

　
平
成
29
年
２
月
28
日（
火
）ま
で

※
受
付
は
、月
〜
金
曜
日（
た
だ
し
祝
祭

　
日
を
除
く
）８
時
30
分
〜
17
時
15
分

※
受
付
期
間
内
で
も
予
算
が
な
く
な
り

　
次
第
受
付
終
了
と
な
り
ま
す
。

申
請
方
法
等
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
幡
多
福
祉
保
健
所

　
☎（
3
4
）5
1
1
9

　
☎（
3
5
）5
9
7
9

　
高
知
県
　
食
品
・
衛
生
課

　
☎（
0
8
8
）8
2
3-

9
6
7
3

メ
ス
猫
の
不
妊
手
術
費
を

一
部
負
担
し
ま
す

（
平
成
28
年
度
高
知
県
メ
ス
猫

不
妊
手
術
推
進
事
業
）
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疲労回復「ちょこっと運動」のすすめ

　仕事や家事などで毎日同じ姿勢をとっていると筋肉が緊張し、からだは疲れやすくな
ります。そんなときは、合間にからだをちょこっと動かしましょう。筋肉がほぐれ、血行
が良くなり、疲労回復の効果が期待できます。
例えば仕事の合間にちょこっと…
　○立ちっぱなしのときは、交互に足を台などに乗せて大きく動かす。
　○座りっぱなしのときは、姿勢を正してかかとを上げ下げする。
　○パソコンなど細かな作業を行うときは、肩をめいいっぱい上げ
　　て、ストンと落として肩甲骨のあたりをほぐす。
　疲れをためないために、合間を利用した「ちょこっと運動」を実践し
てみましょう。

【問い合わせ先】（市）保健介護課健康増進係　☎（34）1115

し
ま
ん
と

情
報
掲
示
板

募
　
集

臨
時
職
員（
選
挙
事
務
）募
集

　
市
で
は
、６
月
・
７
月
に
選
挙
事
務
に
従
事

し
て
い
た
だ
け
る
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
条
件

　
・
満
18
歳
以
上（
学
生
不
可
）

　
・
通
勤
可
能
な
方

▼
勤
務
時
間

　
・
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

※

６
月
後
半
か
ら
７
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
場
合

　
に
よ
っ
て
、時
間
外
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

▼
給
料

　
・
日
額
　
７
０
０
０
円

※
時
間
外
手
当
、通
勤
手
当
は
規
定
に
よ
り

　
別
途
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
勤
務
場
所

　
・
四
万
十
市
役
所
　
・
西
土
佐
総
合
支
所

▼
業
務
内
容

　
事
務
補
助
、投
・
開
票
所
使
用
物
品
の
準
備

　
お
よ
び
整
理
、期
日
前
投
票
に
関
す
る
事

　
務
等

　（
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
す
る
事
務
処
理
あ
り
）

▼
申
込
方
法

　「
四
万
十
市
臨
時
的
任
用
職
員
登
録
申
込

書
」に
必
要
事
項
を
記
載
し
、顔
写
真
を
貼
付

の
う
え
、総
務
課
行
政
管
理
係
ま
で
提
出（
郵

送
可
）し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
ほ
か
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

で
。

※

市
販
の
履
歴
書（
必
ず
顔
写
真
添
付
）を
使

　
用
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）総
務
課
　
行
政
管
理
係

　
☎（
3
4
）1
8
0
4

商
談
会
へ
の
出
展

　
市
で
は
、県
外
へ
の
販
路
拡
大
に
取
り
組
む

意
欲
の
あ
る
市
内
事
業
者
を
対
象
と
し
、首
都

圏
を
中
心
と
し
た
全
国
の
小
売
り
・
卸
売
業
者

等
と
の
商
談
の
機
会
を
創
出
す
る
た
め
、次
の

商
談
会
に
出
展
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

グ
ル
メ
＆
ダ
イ
ニ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
シ
ョ
ー
春

2
0
1
7

▼
日
時

　
平
成
29
年
２
月
８
日（
水
）〜
10
日（
金
）予
定

▼
場
所

　
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト（
東
京
都
江
東
区
）

▼
募
集
数
　
４
事
業
者
程
度

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー

2
0
1
7

▼
日
時
　
平
成
29
年
２
月
15
日（
水
）〜
17
日（
金
）

▼
場
所
　
幕
張
メ
ッ
セ（
千
葉
県
千
葉
市
）

▼
募
集
数
　
６
事
業
者
程
度

▼
募
集
期
間

　
5
月
9
日（
月
）〜
6
月
3
日（
金
）

　
午
後
5
時（
必
着
）

▼
出
展
対
象
者

　
市
内
に
本
店
ま
た
は
支
店
・
営
業
所
を
置

く
事
業
者
の
う
ち
、生
鮮
食
品
、加
工
食
品
、

飲
料
、酒
類
等
の
製
造（
生
産
）も
し
く
は
販

売
が
で
き
る
企
業
ま
た
は
個
人
。

▼
申
込
方
法

　
指
定
す
る「
出
展
申
込
書
」お
よ
び「
商
品

企
画
書
」を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
、観
光
商
工
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　（
市
）観
光
商
工
課
　
商
工
・
雇
用
対
策
係

　
☎（
3
4
）1
1
2
6

四
万
十
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
60
歳
以
上
の
元
気
で
働
く
意
欲
あ
る
会
員

を
募
集
中
！
特
に
、女
性
会
員
の
登
録
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
！
企
業
や
個
人
、公
共

団
体
な
ど
か
ら
の
仕
事
依
頼
も
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く

さ
だ
い
。

▼
業
務
内
容

　
・
屋
内
外
の
一
般
作
業

　
　
除
草
、草
刈
、伐
採
、家
の
掃
除
、お
墓
の

　
　
掃
除
、
農
作
業
、
土
木
作
業
、
展
示
会
等

　
　
搬
入
出
作
業
な
ど

　
・
技
能
を
必
要
と
す
る
仕
事

　
　
大
工
仕
事
、左
官
仕
事
、剪
定
、ふ
す
ま
・

　
　
障
子
・
網
戸
の
張
替
な
ど

　
・
サ
ー
ビ
ス
分
野

　
　
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
な
ど

　
・
事
務
分
野

　
　
毛
筆
筆
耕
、宛
名
書
き
、毛
筆
賞
状
書
な
ど

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
一
社
）四
万
十
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
中
村
本
所

　（
四
万
十
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎（
3
5
）3
1
1
7

　
西
土
佐
支
所

　（
四
万
十
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎（
3
1
）6
1
1
3

健康
メモ
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教
室
・
講
座

平
成
28
年
度
四
万
十
シ
ル
バ
ー

教
室
の
ご
案
内

▼
対
象
者

　
四
万
十
市
内
在
住
の
50
歳
以
上
の
方

　(

今
年
度
よ
り
引
き
下
げ)

　
１
人
３
講
座
ま
で

▼
開
催
期
間

　
６
月
〜
平
成
29
年
３
月(

毎
月
２
回
開
催
）

　
午
前
の
部
　
９
時
30
分
〜
12
時
　

　
午
後
の
部
　
13
時
30
分
〜
16
時

　
月
２
回
の
学
習
日
の
う
ち
、１
回
は
受
講

　
者
の
負
担
金
が
必
要(

講
座
に
よ
り
金
額
は

　
異
な
り
ま
す
。)

　
各
講
座
と
も
定
員
10
名
以
上
。定
員
に
達
し
な

　
い
場
合
は
開
講
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法

　
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

　
う
え
、公
民
館
事
務
室
へ
提
出
し
て
く
だ

　
さ
い
。

　
電
話
で
の
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。

▼
申
込
締
切

　
５
月
17
日（
火
）

　※

土
・
日
・
祝
日
は
除
く（
締
め
切
り
厳
守
）

四
万
十
シ
ル
バ
ー
教
室
開
級
式

▼
日
時
　
６
月
１
日（
水
）13
時
30
分
〜
15
時

▼
場
所
　
市
立
中
央
公
民
館
　
２
階
大
ホ
ー
ル

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　（
市
）教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
☎（
3
4
）7
3
1
1

第
60
回
四
万
十
市
母
親
大
会
の

ご
案
内

▼
日
時
　
6
月
5
日（
日
）13
時
〜
16
時

▼
場
所
　
市
立
中
央
公
民
館

▼
参
加
料
　
無
料

▼
内
容

　
分
科
会

　
１
　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
お
話

　
　
　
協
力
者「
コ
ッ
コ
・
サ
ン
」

　
２
　
介
護
保
険
に
つ
い
て
教
え
て

　
　
　
協
力
者
　「
え
っ
こ
ろ
ネ
ッ
ト
」

　
３
　
災
害
食
を
作
っ
て
み
よ
う

　
　
　
協
力
者
　「
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
」

　
ど
な
た
で
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
託
児

も
あ
り
ま
す
。

▼
後
援
　
四
万
十
市
教
育
委
員
会 

ほ
か

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
四
万
十
市
母
親
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

　
谷
　
恵
子

　
☎
０
８
０-

１
９
９
６-

５
５
２
６

四
万
十
市
ま
ん
が
文
化
振
興
事
業

「
初
心
者
ま
ん
が
講
座
」受
講
生
募
集

　▼
講
座
日

　
６
月
〜
翌
年
３
月
の
毎
月
第
３
土
曜
日

　
13
時
〜
15
時

▼
会
場
　
市
立
中
央
公
民
館
　
研
修
室
Ⅲ

▼
対
象
者
　
中
学
１
年
生
〜
高
校
３
年
生

▼
定
員
　
10
人

▼
講
師

　
宮
部
由
佳
さ
ん

　（
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
ま
ん
が
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
）

▼
受
講
料
　
無
料

▼
内
容

　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
描
き
方
・
道
具
の
使
い
方

　
ス
ト
ー
リ
ー
ま
ん
が
の
考
え
方
、１
コ
マ
ま

　
ん
が
や
４
コ
マ
ま
ん
が
の
描
き
方
　
な
ど

▼
申
込
方
法

　
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限
　
６
月
10
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　（
市
）教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

　
☎（
３
４
）７
３
１
１

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
教
室

▼
日
時
　
毎
週
土
曜
日
　
13
時
30
分
〜
16
時

　
学
校
と
同
じ
形
式
で
講
師
が
前
で
説
明
し

　
な
が
ら
全
員
が
同
じ
事
を
学
習
し
ま
す
か

　
ら
、隣
の
席
の
方
と
話
し
合
い
な
が
ら
楽

　
し
く
進
め
ら
れ
ま
す
。

☆
５
月
の
希
望
の
土
曜
日
か
ら
参
加
い
た
だ

　
け
ま
す
。

☆
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
い
な
い
方
に
は
安
価

　
で
貸
出
機
も
有
り
ま
す
。

※

上
級
ク
ラ
ス
を
ご
希
望
の
方
は
電
話
に
て

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
場
　
所

　
市
立
中
央
公
民
館
１
階
　
情
報
学
習
室

▼
定
員
　
15
人

▼
募
集
期
間
　
５
月
31
日
ま
で

　
見
学
希
望
の
方
は
電
話
連
絡
後
に
日
程
を

　
決
め
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
講
料

　
受
講
料
は
無
料
で
す
が
月
４
回
10
時
間
学

　
習
の
た
め
の
教
材
・
資
料
作
成
や
教
室
運

　
営
費
と
し
て
月
額
３
千
円
の
ご
負
担
を
お

　
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
非
営
利
活
動
市
民
団
体

　
四
万
十
市
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
パ
ソ

　
コ
ン
教
室

　
☎（
３
７
）２
３
０
１

　
携
帯
0
9
0-

4
9
7
8-

2
4
5
2

講座名

ダ ン ス

家 庭 園 芸

水 彩 画

謡 曲

詩 吟

生 け 花

書 道

民 踊

楽しい踊り

編 み 物

講師名

岡村　眞弓

池田　嘉夫

野村ナナミ

原田　勝美

山口　禮子

加用　幸子

柿葉　梢風

福田　清子

岡村　眞弓

川田　千春

学習日

第1・3月曜日

午前

第1・3月曜日

午後

第2・4月曜日

午後

第1・3水曜日

午前

第1・3水曜日

午後

第2・4火曜日

午前

第2・4水曜日

午後

第2・4木曜日

午前

第1・3金曜日

午前

第2・4金曜日

午後

備　考

靴が必要（レクダンス・フォー

クダンス・創作ダンス等）

用具は各自が用意

（実技の時のみ）

用具は各自が用意

稽古本が必要

花代実費が必要

用具は各自が用意

靴が必要

靴が必要

（民踊・新民踊・創作舞踊等）

用具・材料は各自が用意
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初
心
者
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

▼
対
象
者

　
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人（
18
歳

　
以
上
）

▼
期
間

　
6
月
14
日（
火
）〜
7
月
14
日（
木
）計
10
回

　
毎
週
　
火
・
木
曜
日
　
＊
雨
天
の
場
合
は
順
延

　
19
時
〜
21
時

▼
会
場
　
安
並
運
動
公
園
内
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▼
参
加
料
　
1
5
0
0
円（
保
険
料
を
含
む
）

▼
定
員

　
30
人（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
、た

　
だ
し
こ
れ
ま
で
参
加
し
た
こ
と
の
な
い
人

　
優
先
）

▼
指
導
　
中
村
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

▼
受
付
期
間

　
5
月
6
日（
金
）〜
6
月
6
日（
月
）

　
9
時
〜
17
時

※
ラ
ケ
ッ
ト
を
お
持
ち
で
な
い
人
に
は
無
料

　
貸
し
出
し
い
た
し
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
以
外
の
補
償
は
あ
り

　
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
公
財
）四
万
十
市
体
育
協
会

　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内

　
☎（
3
4
）2
0
7
1

第
7
回
　
総
合
武
道
祭

▼
日
時
　
6
月
19
日（
日
）9
時
　
開
会
式

▼
場
所
　
安
並
運
動
公
園
内
　
武
道
館

▼
開
催
内
容

　
第
一
部
　
武
道
模
範
演
武

　【
参
加
種
目
】

　
柔
道
・
合
気
道
・
居
合
道
・
弓
道
・
剣
道
・
太
極
拳

　
第
二
部
　
少
年
剣
道
錬
成
大
会   

▼
参
加
募
集
期
間
　
5
月
31
日（
火
）ま
で      

▼
主
催
　（
公
財
）四
万
十
市
体
育
協
会

▼
後
援
　
四
万
十
市
・
四
万
十
市
教
育
委
員
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
公
財
）四
万
十
市
体
育
協
会
事
務
局

　
☎（
3
7
）4
5
7
2

認
知
症
予
防
講
座

 

　
3
回
シ
リ
ー
ズ
で
認
知
症
予
防
講
座
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
ど
の
回
か
ら
で
も
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時
・
内
容

　
・
5
月
13
日（
金
）　
14
時
〜
15
時

　「
認
知
症（
そ
の
1
） 

〜
認
知
症
を
起
こ
す

　
薬
と
治
す
薬
〜
」

　
ご
希
望
の
方
は「
お
薬
手
帳
」を
ご
持
参
く

　
だ
さ
い
。

　 

薬
剤
師
が
ご
質
問
に
も
お
答
え
し
ま
す
。

　
・
6
月
17
日（
金
）　
14
時
〜
15
時

　「
認
知
症（
そ
の
2
） 
〜
認
知
症
予
防
の
た

　
め
の
食
事
の
重
要
性
〜
」

　
管
理
栄
養
士
が
ご
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

　
・
7
月
22
日（
金
）　
14
時
〜
15
時

　「
認
知
症（
そ
の
3
） 

〜
認
知
症
予
防
の
た

　
め
の
運
動
の
重
要
性
〜
」

　
理
学
療
法
士
が
自
宅
で
で
き
る
運
動
を
お

　
教
え
し
ま
す
。

▼
場
所

　
聖
ヶ
丘
病
院
　
作
業
療
法
室

　（
宿
毛
市
押
ノ
川
1
1
9
6
）　
駐
車
場
有

▼
講
師

　
堀
口
　
淳

　（
島
根
大
学
医
学
部
　
精
神
医
学
講
座
・
教
授
）

　
聖
ヶ
丘
病
院
　
非
常
勤
医
師

▼
参
加
料
　
無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
聖
ヶ
丘
病
院
　
リ
ハ
ビ
リ
課
　
澤
松

　
☎
0
8
8
0（
6
3
）2
1
4
6（
病
院
代
表
）

市
民
病
院

「
糖
尿
病
に
な
ら
な
い
た
め
の

セ
ミ
ナ
ー
」

　
糖
尿
病
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、日
々
の

運
動
と
食
事
が
と
て
も
大
切
で
す
。
今
回
の

セ
ミ
ナ
ー
は
、「
効
果
的
な
運
動
の
コ
ツ
」や

「
フ
ッ
ト
ケ
ア
の
コ
ツ
」な
ど
に
つ
い
て
、実

践
を
交
え
な
が
ら
楽
し
く
学
ぶ
事
が
で
き
る

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
検
診
で
糖
尿
病
予
備

群
と
指
摘
を
受
け
た
方
、糖
尿
病
・
糖
尿
病
予

備
群
の
ご
家
族
や
ご
親
せ
き
が
い
る
方
な
ど

に
は
特
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、日
頃
か
ら
疑

問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
い
！

　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
運
動
の
で

き
る
服
装
・
靴
で
当
日
受
付
時
間
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　
５
月
21
日（
土
）　

　
13
時
〜
15
時
30
分（
受
付
13
時
〜
）

▼
場
所

　
市
民
病
院
　
１
階
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
料
　
無
料

▼
持
参
物

　
つ
め
き
り（
普
段
使
っ
て
い
る
も
の
）

【
当
日
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

　
13
時
〜
　
　
　
受
付
　
血
圧
・
血
糖
測
定

　
13
時
20
分
〜
　
①
フ
ッ
ト
ケ
ア
の
コ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
②
運
動
の
コ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
③
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク

　
15
時
30
分
〜
　
終
了（
予
定
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
民
病
院
　
内
科
外
来

　
☎（
3
4
）2
1
2
6（
代
表
）

ヨガで交流を深めませんか
　四万十市へ移住された女性をヨガ講師に
迎え、交流会を開催いたします。移住者の皆
さんはもちろん、今回は移住者でない市民の
皆さまもご参加いただけます。「ヨガを楽し
みたい」「情報交換したい」「友達を増やした
い」という方のための会です。動きやすい服
装でお越しください。
　移住者のみなさんとヨガで交流を深めま
せんか。参加される方
は電話・Ｅメールでお
申し込みください。（食
後、2時間以上たって
から参加されることを
おすすめします。）
日時　5月14日（土）
　　　14時～16時（ヨガは約1時間です）
場所　中央公民館　2階
ヨガ講師
　沼野文恵さん（昨年、京都府から移住）
参加料　無料
持参物　ヨガマットまたはバスタオル
募集人数　15名程度
※お申し込み多数の場合は抽選となります。
申込締切　5月11日（水）
【申し込み・問い合わせ先】
（市）企画広報課　移住推進員
（鈴木・永島・熊谷・山崎）
☎（34）8866　E-mail：iju@city.shimanto.lg.jp
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催
　
し

大
歓
迎
!!
四
万
十
奥
屋
内

『
山
茶
つ
み
体
験
』

　
奥
屋
内
上
地
区
に
自
生
す
る
山
茶
を
摘
ん

で
・
煎
っ
て
・
揉
ん
で
の
お
茶
づ
く
り
・
草
履

作
り
体
験
で
す
。
各
自
体
験
で
作
っ
た
山
茶

は
お
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。お
昼
は
、地
元
食

材
た
っ
ぷ
り
の
田
舎
料
理
で
お
も
て
な
し
し

ま
す
。

▼
日
時
　
5
月
8
日（
日
）10
時
〜
15
時

▼
場
所

　
奥
屋
内
上
公
民
館

　（
西
土
佐
奥
屋
内
　
簡
易
郵
便
局
隣
）

▼
定
員

30
人

▼
参
加
料

　
大
　
人
　
3
0
0
0
円

　
小
学
生
　
1
5
0
0
円

　
小
学
生
未
満
　
無
料

　（
保
険
料
・
昼
食
代
込
み
）

　
※
雨
天
決
行（
一
部
変
更
あ
り
）

▼
申
込
締
切
　
5
月
7
日（
土
）

▼
無
料
送
迎
バ
ス

　
四
万
十
市
役
所
正
面
玄
関
9
時
出
発
　

16
時
帰
着
予
定

　
＊
定
員
20
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
・
最

　
　
少
催
行
人
数
10
人
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

西
土
佐
体
感
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
務
局「
山
間
屋
」

　
☎（
３
１
）６
４
７
４

「
野
鳥
写
真
展
2
0
1
6
」

in 

四
万
十

　
日
本
野
鳥
の
会
・
高
知
支
部
主
催
の
写
真

展
で
す
。

　
会
員
15
人
の
作
品
が
30
枚
展
示
さ
れ
ま
す
。

　
県
内
で
撮
影
し
た
野
鳥
写
真
の
力
作
で
す
。

　
今
年
は
四
万
十
市
に
約
2
4
0
羽
の
ナ
ベ

ヅ
ル
も
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

▼
日
時
　
５
月
７
日(

土)

〜
22
日(

日)

　
　
　
　
９
時
〜
17
時

▼
会
場
　
市
立
中
央
公
民
館
　
１
階
展
示
場

▼
入
場
　
無
料

▼
後
援
　（
市
）教
育
委
員
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
野
鳥
の
会
　
木
村 

宏

　
☎
０
９
０‐

５
７
１
１‐

５
０
２
９

そ
の
他

年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

　
日
本
年
金
機
構
に
よ
る
年
金
相
談
を
行
い

ま
す
。ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、相
談
時
に
は
免
許
証
な
ど
の
本
人

確
認
書
類
や
場
合
に
よ
っ
て
は
委
任
状
が
必

要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
事
前
に
下

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
※
当
日
、年
金
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
交
付

を
希
望
す
る
場
合
は
、身
分
証
明
書
と
し
て

運
転
免
許
証
、パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
公
的
機
関

の
発
行
し
た
有
効
期
限
内
の
顔
写
真
付
身
分

証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
日
時

　
５
月
19
日（
木
）10
時
〜
12
時
、13
時
〜
15
時

▼
場
所
　
西
土
佐
総
合
支
所

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
幡
多
年
金
事
務
所

　（
中
村
東
町
２
丁
目
４-

10
）　

　
　
☎（
3
4
）1
6
1
6

　（
本
庁
）市
民
課
市
民
係

　
　
☎（
3
4
）1
1
1
3

　（
総
合
支
所
）西
土
佐
住
民
分
室

　
　
☎（
5
2
）1
1
1
1

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会
の

お
知
ら
せ

　
銃
砲
刀
剣
類
は
、銃
砲
刀
剣
類
所
持
取
締

法
第
3
条
に
よ
り
、原
則
と
し
て
所
持
が
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。た
だ
し
、同
法
第
14
条
に

よ
り
、美
術
品
と
し
て
価
値
の
あ
る
も
の
な

ど
で
登
録
審
査
会
の
審
査
を
受
け
、登
録
証

が
交
付
さ
れ
た
も
の
は
所
持
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

登
録
審
査
会

▼
日
時

　
毎
月
第
2
火
曜
日

　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分（
受
付
）

▼
場
所
　
高
知
県
庁
西
庁
舎
3
階
会
議
室

▼
登
録
手
数
料

　
新
規
登
録
　
6
3
0
0
円

　
再
交
付
　
3
5
0
0
円

※
友
人
か
ら
刀
を
譲
り
受
け
た
、家
か
ら
刀

　
が
出
て
き
た
、相
続
し
た
財
産
の
中
に
刀

　
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
登
録
証
を
紛
失

　
し
た
等
々
に
つ
い
て
は
手
続
き
が
必
要
で

　
す
の
で
、至
急
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
、詳
細
は
左
記
の
担
当
連
絡
先
ま

　
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
県
教
育
委
員
会
　
文
化
財
課
　
銃
砲

　
刀
剣
類
担
当

　
☎
0
8
8-

8
2
1-

4
7
6
1（
直
通
）

四万十川花紀行
トンボ自然公園
「花菖蒲まつり」

　約40品種1万株の花菖蒲が見頃を

迎えます。満開の“花菖蒲”の中をのん

びり散策しませんか。みなさまお誘い

合わせのうえ、ぜひお越し下さい。

日時　5月29日（日）10時～15時

場所　トンボ自然公園内（具同8005-5）

催し物　花菖蒲観察会、子ども宝さがし等

【問い合わせ先】

四万十川学遊館　☎（37）4110

口屋内大橋から

四万十市街から

須崎I.Cから

15㎞

35㎞

115㎞

（20分）

（50分）

（140分）

口屋内大橋

27

平
成
28
年
5
月
号



定期相談所

全国共通人権相談ダイヤル　みんなの人権110番

日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

（本庁）総務課　

☎（34）1804

（総合支所）地域企画課

☎（52）1111

高知地方法務局

四万十支局

☎（34）1600

FAX（34）1601

5月16日（月）

13時～16時
社会福祉センター

社会福祉センター

西土佐

ふれあいホール

ＪＡ高知はた

中村東部出張所

国や県、市の仕事に対する苦情や要望

《相談委員》正木　卓夫 ☎(37)2560

　　　　　平石眞理子 ☎(35)4250

金銭・相続・借地借家・結婚・離婚・セク

ハラ・ＤＶ・いじめ・児童虐待など人権

に関する問題（無料・秘密厳守）

金銭・相続・借り地借家・結婚・離婚・セ

クハラ・DV・いじめ・児童虐待・交通事

故・裁判費用など人権に関する問題(相

談無料、事前予約制・1人30分以内)

差別待遇、暴行・虐待、セクハ

ラ・パワハラ、いじめ・体罰、名

誉棄損・プライバシー侵害等人

権問題に関するあらゆる相談

6月1日（水）

9時～12時

5月16日（月）

13時～16時

6月1日（水）

10時～12時

13時～15時

6月1日（水）

9時～12時

高知地方法務局

四万十支局

5月25日(水)

13時～15時

西土佐

ふれあいホール
《相談委員》中平 貞行 ☎(52)1632

行政相談所

日　時 電話番号 相談担当者 取り扱い内容 問い合わせ先その他

高知地方法務局

人権擁護課

☎088-822-3503

（ゼロゼロみんなのひゃくとうばん）

0570－003－110

法務局職員

または

人権擁護委員

相談は無料、

秘密は

厳守します

平日の8時30分から

17時15分まで

特設人権相談所

弁護士資格のある

人権擁護委員による

人権相談所

　
高
知
県
司
法
書
士
会
で
は
、県
内
各
地
で
無
料

法
律
相
談
会（
予
約
制
）を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
相
続
や
遺
言
の
こ
と
、仕
事
の
こ
と
、借
金
の

問
題
、訪
問
販
売
や
家
賃
の
滞
納
と
い
っ
た
日
常

生
活
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
ご
相
談
に
司
法
書
士
が
お
答
え
し
ま
す
。ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
高
知
会
場（
高
知
県
司
法
書
士
会
館
）

　
毎
週
土
曜
日
13
時
〜
17
時

　
毎
週
水
曜
日
18
時
30
分
〜
20
時

　（
多
重
債
務
・
成
年
後
見
相
談
）

○
安
芸
会
場

 

　（
安
芸
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　
第
１
・
第
３
土
曜
日
10
時
〜
12
時

○
須
崎
会
場（
須
崎
市
立
市
民
文
化
会
館
）

　
第
１
・
第
３
土
曜
日
13
時
〜
17
時

○
四
万
十
会
場

　（
四
万
十
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　
毎
週
土
曜
日
13
時
〜
17
時

※

高
知
・
四
万
十
会
場
の
土
曜
日
15
時
以
降
お
よ

　
び
高
知
会
場
の
多
重
債
務
相
談
は
法
テ
ラ
ス

　
法
律
扶
助
相
談（
資
力
要
件
あ
り
）で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先
】

　
高
知
県
司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
８-

８
２
５-

３
１
４
３

【
高
知
県
司
法
書
士
会
】

　
〒
7
8
0-

0
9
2
8

　
高
知
市
越
前
町
一
丁
目
６
番
32
号

　
☎
０
８
８-

８
２
５-

３
１
３
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
８
８-

８
２
４-

６
９
１
９

　E
-m
a
il

　k
.sh
ih
o
-sh
o
sh
ik
a
i@
n
ifty
.c
o
m

無
料
法
律
相
談
の

お
知
ら
せ

　法務省の人権擁護機関では、下記のとおり、法務局の人権相談の電話番号を全国統一のものとし、より利用し
やすい相談制度としています。

くらしの悩みごと相談所

差別待遇、暴行・虐待、いじ

め、ＤＶ等、家庭および近隣

関係等における法律・人権

問題に関するあらゆる相談

日　時 会　場 相談担当者 相談内容 問い合わせ先その他

高知地方法務局

人権擁護課

☎088-822-3503

高知よさこい

咲都合同庁舎

（高知市

栄田町2-2-10）

弁護士・

司法書士

資格を有する

人権擁護委員

相談は無料、

秘密は

厳守します

6月1日（水）

10時～12時まで

13時～16時まで

（相談受付は15時30分まで）

　高知地方法務局と高知人権擁護委員協議会では、高知よさこい咲都合同庁舎にて、弁護士・司法書士資格を有
する人権擁護委員による「くらしの悩みごと相談所」を下記のとおり開催します。
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「すぐに高台へ急げ！」

【絵画の部】 【標語の部】

・副市長賞

※所属校・学年は受賞当時のものです。

※所属校・学年は受賞当時のものです。

たくさんの応募、ありがとうございました。

山下　晴貴 くん（下田中学校2年）
やました はるき

【ポスターの部】

・特選

山本　陽菜 さん
（中村西中学校3年）

やまもと ひなた

・入選

中脇みや美 さん
（中村西中学校2年）

なかわき び

・入選

（八束小学校6年）

新谷　香帆 さん
しんたに かほ

・副市長賞

渡辺　万紘 さん（中村西中学校2年）
わたなべ まひろ

（八束小学校6年）

【標語の部】

・入選 坂枝　柊飛 さん
さかえだ しゅうと

平成27年度明るい選挙啓発作品県審査　特選・入選作品紹介

人権週間事業「人権絵画標語展」入賞作品紹介

　「人権」とは、「人が幸せに生活できるために必要な権利」です。
　人権擁護委員は、現在、高知県内では約180人が配置されており、地域住民のみなさんが、人権について関心を
持ってもらえるような啓発活動を行ったり、法務局や市役所などの公共施設、地区集会所等において、家庭や職
場、地域社会などにおいての差別・セクハラ・ＤＶ・いじめ等の人権相談をお受けします。相談は、無料であり、秘
密厳守となっていますので、一人で悩まずお気軽に法務局または人権擁護委員にご相談ください。

【問い合わせ先】高知地方法務局四万十支局　☎（34）1600

人権擁護委員制度をご存じですか。
6月1日は人権擁護委員法が施行された日です。

考えよう 命の重さ 大切さ

選挙には あなたの未来も かかってる

～樹木の伐採や剪定作業をされる皆さまへ～
（四国電力からのお願い）
～樹木の伐採や剪定作業をされる皆さまへ～
（四国電力からのお願い）
～樹木の伐採や剪定作業をされる皆さまへ～
（四国電力からのお願い）

電線の近くでの作業は感電にご注意ください
○電線の近くで伐採等の作業をされる場合には、事前に四国電力までご連絡ください。
　現地での立ち合いなど状況を確認のうえ、防護管を取り付けるなどの対策を実施いたします。しますします

もし、伐採した樹木や枝が近くの電線に接触したときは、感電の恐れがあり、大
変危険ですので、絶対に自分で電線や樹木等に触ろうとしないで、四国電力まで
ご連絡ください。

【停電・電柱・電線等に関するお問い合わせなど】
四国電力株式会社　中村支店　配電センター　　0120-410-388
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朝
晩
の
吹
く
風
は
ま
だ
冷
た
い
で
す
が
、

日
が
長
く
な
っ
て
き
た
と
感
じ
る
こ
の
頃

で
す
。春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。桜
前
線
の

動
き
を
確
認
し
な
が
ら
、日
本
を
訪
ね
て
来

る
中
国
人
は
少
な
く
な
い
ら
し
い
で
す
。

　
中
国
と
違
い
、日
本
の
春
は
昔
か
ら
変
わ

ら
ず
、別
れ
と
出
会
い
が
交
差
す
る
時
期
で

す
。何
か
が
終
わ
る
と
同
時
に
、新
し
い
何

か
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。い
ろ
い
ろ
な
お
気

持
ち
を
胸
に
抱
か
れ
つ
つ
、新
し
い
季
節
を

迎
え
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
昨
年
の
四
万
十
の
日
に
、桜
の
満
開

時
期
と
入
れ
違
い
に
、こ
の
四
万
十
市
に

や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。気
付
け
ば
一
年
も

経
ち
ま
し
た
。そ
の
一
年
を
振
り
返
っ
て
見

る
と
、思
っ
て
い
た
よ
り
充
実
し
た
楽
し
い

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。当
時
こ

ち
ら
の
何
に
対
し
て
も
期
待
よ
り
不
安
で

し
た
。し
か
し
、ど
こ
に
行
っ
て
も
、支
え
て

下
さ
っ
た
方
が
い
て
、い
つ
も
励
ま
し
の
言

葉
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
職
場
の
皆
さ
ん

は
、仕
事
の
こ
と
で
も
個
人
の
こ
と
で
も
い

つ
も
耳
を
傾
け
て
く
れ
ま
す
。日
本
の「
お

父
さ
ん
」と「
お
母
さ
ん
」に
は
、い
つ
も
本

当
の
家
族
の
よ
う
に
接
し
て
頂
い
て
、感
謝

し
て
も
し
き
れ
な
い
存
在
で
す
。中
国
語
講

座
の
皆
さ
ん
は
、熱
心
に
中
国
語
の
勉
強
を

し
、中
国
の
文
化
や
歴
史
に
つ
い
て
詳
し
く

話
し
合
っ
て
い
た
だ
い
て
、私
も
勉
強
に

な
っ
て
い
ま
す
。学
校
訪
問
や
各
施
設
訪
問

で
出
会
っ
た
皆
様
も
、中
国
の
こ
と
に
興
味

が
湧
い
て
、少
し
で
も
中
国
に
対
す
る
印
象

を
改
め
て
頂
い
て
、本
当
に
あ
り
が
た
い
で

す
。四
万
十
市
の
皆
様
に
大
変
お
世
話
に
な

り
、仕
事
や
生
活
の
こ
と
で
多
く
の
方
に
ご

迷
惑
を
か
け
た
一
年
で
し
た
。こ
ん
な
私
で

す
が
、今
年
の
春
は
皆
様
に「
再
見
！（
さ
よ

う
な
ら
）」と
申
し
上
げ
な
く
て
済
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。お
陰
様
で
、国
際
交
流
員

と
し
て
四
万
十
市
に
も
う
一
年
い
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
週
末
に
一
人
で
ぶ
ら
ぶ
ら
と
散
歩
す
る

時
に
、目
の
前
に
あ
る
澄
み
切
っ
た
四
万
十

川
や
後
川
な
ど
を
も
う
一
年
見
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
っ
た
ら
、い
つ
も
思
わ
ず
笑
顔

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。こ
う
い
っ
た
四
万

十
市
の
美
し
い
自
然
風
景
を
も
う
一
年
楽

し
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、引
き
続
き
皆
様

と
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
て
、何
よ
り
嬉
し

く
思
い
ま
す
。ま
た
、こ
れ
ま
で
四
万
十
市

な
り
の
美
し
さ
を
、一
人
で
も
多
く
の
中
国

人
に
伝
え
て
き
た
よ
う
に
、こ
れ
か
ら
も
四

万
十
市
の
魅
力
を
発
見
し
な
が
ら
、よ
り
多

く
の
中
国
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
本
年
度
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、引
き
続
き
、ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
！

引
き
続
き
、

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

国際交流員コラム

　
発
音
の
基
礎
か
ら
簡
単
な
日
常
用
語
、日
常
会
話

ま
で
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

開
講
日

　
6
月
か
ら
平
成
29
年
2
月
ま
で
の
毎
週
月
曜
日

　（
祝
日
等
は
休
講
と
な
り
ま
す
）

時
　
間

19
時
〜
21
時

場
　
所
　
市
立
中
央
公
民
館

定
　
員

30
人
程
度

対
象
者

　
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、通
学
を
し
て
い
る
人

　
＊
申
込
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合
に
は
抽
選

講
　
師
　
国
際
交
流
員
他

受
付
期
間

　
5
月
９
日（
月
）〜
20
日（
金
）　
＊
電
話
可

※
テ
キ
ス
ト
代（
実
費
）お
よ
び
会
費
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　（
市
）教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

　
☎（
3
4
）7
3
1
1

中
国
語
講
座

四万十市国際交流員

田  小嬌（中国）
2015.4.9～

デン ショウキョウ
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お
誕
生

お
め
で
と
う

お
誕
生

お
め
で
と
う

町
田
 

朔
空

田
邉
 

結
大

夕
部
 

美
月

田
中
 

真
心
李

三
原
 

凛

宮
西
 

桃
羽

河
野
 

航
之

植
村
 

心
玲

小
椋
 

未
結

中
川
 

湊
斗

さ
く

ゆ
い
た

み
づ
き

ま
ゆ
り

り
ん

も
も
は

か
ず
ゆ
き

み
れ
い

み
ゆ

み
な
と

邦
彦

拓
也

哲
志

真
介

修
一

良
輔

英
之

紀
喜

一
宏

浩
一

（
平
成
28
・
４
・
５
届
出
分
ま
で
）

（
平
成
28
・
４
・
５
届
出
分
ま
で
）

中
村
大
橋
通

中
村
大
橋
通

中
村
大
橋
通

中
村
百
笑
町

中
村
東
下
町

中
村
丸
の
内

中
村
京
町

中
村
一
条
通

中
村
東
町

右
山
元
町

不

破

中
村
丸
の
内

入

田

具

同

渡

川

具
同
田
黒

磯

ノ

川

磯

ノ

川

磯

ノ

川

実

崎

間

崎

津

蔵

渕

鍋

島

鍋

島

9289971009490929088548995738381719188916662798689

中
村
東
町

不

破

不

破

古

津

賀

古

津

賀

古

津

賀

具

同

具

同

岩

田

西
土
佐
半
家

住
　
所

保
護
者

赤
ち
ゃ
ん

住
　
所

享
　
年

（
満
年
齢
）

氏
　
　  

名

宮
﨑
 

ス
ミ
子

江
口
 

和
子

岡
本
 

　
意

橋
詰
 

辰
子

川
村
 

澄
代

益
井
 

住
榮

佐
竹
 

善
男

大
　
 

ナ
ヲ
ミ

大
石
 

實

黒
岩
 

政
信

上
岡
 

万
千
代

山
本
 

久
子

　
井
 

藤
子

佐
竹
 

泰

弘
田
 

勝
章

山
本
 

賢
二

佐
竹
 

守
惠

佐
竹
 

勇

松
浦
 

喜
美
子

樋
口
 

　
夫

金
子
 

益
雄

田
中
 

博

江
口
 

　
美

池
本
 

壽
美
子

鍋

島

下

田

下

田

下

田

下

田

下

田

井

沢

利

岡

大

屋

敷

大

用

西
土
佐
口
屋
内

西
土
佐
薮
ケ
市

西
土
佐
用
井

94827194949086837686858399

池
本
 

花
惠

島
村
 

明
吉

佐
田
 

徐
子

堀
尾
 

菊
子

田
中
 

智
惠
子

　
見
 

久
子

北
村
 

寛
巳

垣
内
 

愛
子

谷
 

春
招

池
田
 

秀
明

今
城
 

一
男

谷
本
 

武
實

上
﨑
 

シ
マ

★
人
権
さ
ま
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私
は
テ
レ
ビ
で
野
生
動
物
の
生
態

を
見
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
何
よ
り

も
そ
の
逞
し
い
生
き
様
に
感
動
し
ま

す
が
、
ど
の
種
の
動
物
も
、
親
が
仔

を
守
る
姿
に
は
、
い
く
度
と
な
く
涙

を
流
す
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。

　
高
齢
で
涙
腺
が
ゆ
る
く
な
っ
た
所

為
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
さ
し
た
る

教
養
も
学
問
も
身
に
つ
け
て
い
る
は

ず
も
無
い
野
生
の
動
物
が
、
身
を
犠

牲
に
し
て
ま
で
も
わ
が
子
を
守
る
姿

に
は
、
強
い
感
動
を
覚
え
ま
す
。

　
人
は
そ
れ
を
、
本
能
だ
、
と
簡
単

に
表
現
し
ま
す
が
、
決
し
て
単
純
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、

彼
ら
の
行
為
や
行
動
は
本
能
と
い
う

言
葉
で
片
付
け
ら
れ
な
い
も
の
が
あ

る
か
ら
で
す
。
幼
い
こ
ろ
親
か
ら
引

き
離
さ
れ
、
人
の
手
で
育
て
ら
れ
て

し
ま
っ
た
動
物
で
は
、
野
生
の
ま
ま

大
き
く
な
っ
た
仲
間
と
同
じ
に
は
発

達
が
出
来
な
い
と
い
う
番
組
も
何
回

と
な
く
み
て
き
ま
し
た
。
動
物
園
で

何
不
自
由
な
く
育
っ
た
象
と
か
チ

ン
パ
ン
ジ
ー
な
ど
高
度
な
頭
脳
を
持

つ
と
言
わ
れ
る
も
の
た
ち
で
さ
え
、

年
頃
に
な
っ
て
恋
も
で
き
ず
、
生
ん

だ
わ
が
子
に
愛
撫
も
授
乳
も
出
来
な

い
こ
と
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る

と
い
わ
れ
る
「
本
能
」
も
、
育
て
ら

れ
方
で
ど
の
よ
う
に
で
も
な
っ
て
し

ま
う
も
の
と
い
え
る
の
で
す
。

　
野
生
の
仔
は
野
生
の
中
で
し
か
ま

と
も
に
成
長
は
で
き
な
い
と
考
え
る

ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ひ
る
が
え
っ
て
、
人
間
の
世
界
で

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
何
の
不
足
も

無
く
思
い
の
ま
ま
に
育
っ
て
き
た
と

考
え
ら
れ
て
い
る
現
代
の
若
い
親
た

ち
が
、
い
と
も
安
易
に
わ
が
子
を
虐

待
し
、
―
殺
す
―
と
い
う
、
人
と
し

て
最
大
の
罪
を
犯
し
て
し
ま
う
報
道

が
、
毎
日
の
よ
う
に
Ｔ
Ｖ
や
新
聞
を

賑
わ
せ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
や
り
口
と
い
う
の
が
、
乳
飲

み
子
が
泣
く
の
で
猿
ぐ
つ
わ
を
さ
せ

た
と
か
、
ケ
ー
ジ
の
中
に
閉
じ
込
め

て
い
た
ら
ぐ
っ
た
り
し
た
と
か
、
食

事
も
飲
み
物
も
与
え
な
い
で
い
た
ら

死
ん
で
い
ま
し
た
、
な
ど
と
簡
単
に

コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ

が
果
た
し
て
、
人
間
の
す
る
こ
と
で

し
ょ
う
か
。
私
な
ん
ぞ
は
他
人
の
子

ど
も
で
さ
え
も
ら
っ
て
帰
り
た
い
と

思
う
ほ
ど
、
幼
児
は
み
て
い
る
だ
け

で
心
が
ほ
ど
け
て
き
ま
す
。
そ
ん
な

「
い
と
し
い
」
と
い
う
思
い
さ
え
無

い
ま
ま
に
親
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
親

が
い
る
と
し
た
ら
、
そ
の
親
を
ど
う

育
て
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
野
生
動
物
に
は
決
し
て
負
け
な
い

「
ヒ
ト
の
本
能
」
が
育
つ
教
育
を
、

今
一
度
考
え
て
み
た
い
も
の
で
す
。

　
四
万
十
市
人
権
啓
発
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
衞

お
詫
び
と
訂
正

　
4
月
号
16
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

し
た
第
11
回
四
万
十
市
ス
ポ
ー
ツ

賞
優
秀
賞（
団
体
）代
表
者
・
主
将

名
に
つ
い
て
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

（
誤
）奥
村
　
優
心

（
正
）沖
村
　
優
心

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
、「
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
す
」の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
に

つ
い
て
は
、家
族
の
方
に
確
認
し
た
う
え

で
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

（
本
庁
）市
民
課
　

（
３
４
）１
１
１
３

ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
冥
福
を

　
お
祈
り
し
ま
す

ご
冥
福
を

　
お
祈
り
し
ま
す

せ

い
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㈲平野水道
森下住宅器機
土居水道工事店
中村水道工事センター
㈱中村住設
㈲大杉設備工業
㈲福永工業
㈲カキタニ設備
岡崎プロパン㈱
㈲夕部設備
西南管工
㈱奥宮工業
㈲大同設備
㈲山下建設
豚座建設㈱
㈲平野水道
森下住宅器機
土居水道工事店

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）

（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

金
土
日
火
水
木
土
日
土
日
土
日
土
日
土
日
土
日

4月29日
30日

5月1日
3日
4日
5日
7日
8日
14日
15日
21日
22日
28日
29日

6月4日
5日
11日
12日

☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（

３５)２３１６
３４)４８５５
３２)１０９５
３５)４３２３
３４)３６２１
３４)２３２４
３５)５９９６
３３)０６６０
３５)３４５８
３７)３３８３
３６)２５５４
３７)５１５１
３５)４８７９
３３)０６５３
３４)６０３１
３５)２３１６
３４)４８５５
３２)１０９５

水道の使用を開始・中止するときは…
引っ越しなどで水道の使用を開始、中止または使用者の名義を変
更するときは、事前に下記までご連絡をお願いします。

【問い合わせ・連絡先】（本　　庁) 上下水道課　☎（34)1711
（総合支所）産業建設課　☎（52)1111

　
今
年
も
春
が
き
て
、新
採

の
時
に
お
世
話
に
な
っ
た

先
輩
が
退
職
を
迎
え
寂
し

く
思
っ
て
い
る
と
、私
と
同

じ
係
に
新
採
職
員
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。彼
の
き
ら
き

ら
し
た
目
を
見
て
い
る
と
、

自
分
は
先
輩
に
は
ど
う

映
っ
て
い
た
か
な
と
少
し

不
安
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ

か
ら
も
係
で
力
を
合
わ
せ

て
、み
な
さ
ん
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
な
広
報
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
！
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「広報しまんと」5月号は4月27日(水)発送予定です「広報しまんと」5月号は4月27日(水)発送予定です「広報しまんと」6月号は5月25日(水)発送予定です

５月実施の統計調査
調　査　名 該当地区

家計調査

労働力調査

商業動態統計調査

中村大橋通6丁目、中村一条通4丁目
右山五月町、右山天神町

横瀬、具同、古津賀

具同

【問い合わせ先】　（県）総務部 統計課　☎088(823)9344

幡多病院

市民病院

竹本病院

大野内科

山下整形外科

小原外科胃腸科

市民病院

木俵病院

中村病院

市民病院

さくらクリニック

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日（

金

日

火

水

木

日

日

日

日

日

日

4月

5月

6月

29

1

3

4

5

8

15

22

29

5

12

☎（ 3 4 ）6 2 1 1

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

☎（ 3 5 ）4 1 5 1

☎（ 3 7 ）5 2 8 1

☎（ 3 4 ）0 5 1 1

☎（ 3 5 ）0 1 0 8

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

☎（ 3 4 ）1 2 1 1

☎（ 3 4 ）3 1 7 7

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

☎（ 3 5 ）2 5 5 5

※当番については変更になる場合がありますので、各医療機関へ

　事前に電話でお問い合わせください。

 －275
－161
－114
－ 78

人　（
人　（
人　（
世帯（

）
）
）
）

34,688
16,388
18,300
16,370

人
人
人
人

189
425
16
55

3
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